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一

は
じ
め
に

二

「
故
意
の
同
時
犯
」
の
法
理

⑴
「
教
唆
犯
と
間
接
正
犯
な
ど
の
比
較
検
討
」

①
～
③

（
以
上
、
前
号
）

④
・
⑤

（
以
下
、
本
号
）

⑵
「
間
接
正
犯
事
例
に
お
け
る
私
見
の
展
開
」

❞❟
・
❠

（
以
下
、
次
号
）

三

お
わ
り
に

〔
論

説
〕刑

法
総
論
覚
書
⑸
の
Ⅱ

―
「
故
意
の
同
時
犯
」
の
法
理

―

伊

藤

司



成蹊法学第 93 号 論 説

93-341（ 2 ）

二

「
故
意
の
同
時
犯
」
の
法
理

⑴
「
教
唆
犯
と
間
接
正
犯
な
ど
の
比
較
検
討
」

④

他
方
、
判
例
の
中
に
は
、
刑
事
責
任
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
者
に
対
し
窃
盗
の
教
唆
を
し
た
場
合
、「
窃
盗
の
間
接
正
犯
の
概
念

を
も
っ
て
律
す
べ
き
で
あ
る
が
刑
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
よ
り
被
告
人
は
結
局
犯
情
の
軽
い
と
認
め
る
窃
盗
教
唆
罪
の
刑
を
も
っ
て
処

断
さ
る
べ
き
が
相
当
で
あ
る
と
」
判
示
し
た
も
の
も
あ
る(24

)が
、
こ
れ
は
刑
法
三
八
条
二
項
の
適
用
事
例
に
止
ま
り
、
今
日
的
に
は
例
え
ば

正
犯
が
一
二
、
三
歳
と
い
っ
た
場
合
、
直
ち
に
「
間
接
正
犯
」
と
捉
え
る
と
も
限
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る(25
)。
従
っ
て
、「
実
行
正
犯
」
に

当
た
る
者
が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
背
後
者
は
「
間
接
正
犯
」
な
い
し
「
教
唆
犯
」
に
な
る
と
も
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ

う
。
事
情
に
よ
っ
て
は
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず(26

)、
理
論
的
な
可
能
性
と
し
て
は
、「
故
意
の
同
時
犯
」
と
い

う
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る(27
)。

⑤

こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
者
が
刑
法
典
「
第
二
編

罪
」
の
条
文
・
構
成
要
件
に
該
当
す
る
形
に
な
ろ

う(28
)。「
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
自
ら
（
Selbst）
行
う
者
の
み
が
、
正
犯
で
あ
る
」
と
の
「
限
縮
的
正
犯
概
念(29
)」
に
よ
る
と
し
て
も
、

決
め
手
は
こ
の
「
正
犯
」
概
念
に
該
当
す
る
か
否
か
に
あ
る
こ
と
に
な
り(30
)、「
自
ら
」
の
意
義
を
規
範
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
論
理
的
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
も
認
め
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ(31
)る(32
)。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、「
正
犯
」
に
当
た
る
実
質
を

有
す
る
限
り
、「
限
縮
的
正
犯
概
念
」
に
反
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
で
あ(33
)る(34
)。
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（
24
）
仙
台
高
判
昭
和
二
七
年
二
月
二
九
日
判
特
二
二
号
一
〇
六
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
大
一
刑
判
大
正
八
年
六
月
二
〇
日
録
二
五
輯
七
八
六
〔
七
八
八
以
下
〕

頁
も
参
照
。

（
25
）
例
え
ば
、
最
一
小
決
昭
和
五
八
年
九
月
二
一
日
集
三
七
巻
七
号
一
〇
七
〇
頁
―
一
二
歳
の
養
女
を
利
用
し
た
・
窃
盗
罪
の
間
接
正
犯
の
成
立
を
認

め
た
事
例
で
あ
る
が
、
教
唆
犯
に
な
り
得
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
例
自
体
、
養
女
が
「
正
犯
」
た
り
得
る
と
す
る
と
、

行
為
者
が
「
正
犯
」
で
、
背
後
者
が
「
間
接
正
犯
」
の
事
例
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
内
田
文
昭
「
判
批
」（
昭
和
五
九
年
）
同
『
犯
罪
の
実
質
と

そ
の
現
象
形
態
』（
平
成
五
年
）
二
七
五
頁
、
同
・
前
掲
注
（
13
）
概
要
四
五
七
頁
、
高
橋
則
夫
『
共
犯
体
系
と
共
犯
理
論
』（
昭
和
六
三
年
）
八
三

頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
園
田
寿
「
判
批
」
平
野
龍
一
ほ
か
編
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
111
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
（
第
三
版
）」（
平
成
三
年
）
一

五
三
頁
四
段
は
、「
本
決
定
が
正
犯
に
責
任
能
力
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
広
く
間
接
正
犯
を
認
め
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。」

と
論
評
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
確
か
に
『
正
犯
の
背
後
の
正
犯
』
と
し
て
の
「
間
接
正
犯
」
ま
で
一
般
的
に
認
め
る
趣
旨
と
ま
で
は
解
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、

そ
の
後
の
後
掲
最
決
平
一
三
年
が
「（
共
謀
）
共
同
正
犯
」
を
認
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
合
同
的
な
「
正
犯
」
と
い
う
観
点
は
示
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
。

な
お
、
大
塚
仁
「
第
11
講

共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
実
行
の
観
念
」
同
『
犯
罪
論
の
基
本
問
題
』（
昭
和
五
七
年
）
三
四
〇
頁
の
「
準
間
接
正
犯
」

と
い
う
観
点
か
ら
背
後
者
に
「
実
行
行
為
」
を
認
め
ら
れ
る
見
解
も
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
、「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
を
結
論
的
に
容
認
す
る
も
の

と
言
え
よ
う
（
こ
の
点
、
中
山
研
一
「
第
11
講

共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
実
行
の
観
念
」
同
『
大
塚
刑
法
学
の
検
討
』（
昭
和
六
〇
年
）
三
三
八
頁

も
参
照
）。
さ
ら
に
、
後
掲
注
（
45
）
も
参
照
）。
最
一
小
決
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
集
五
五
巻
六
号
五
一
九
頁
―
一
二
歳
一
〇
か
月
の
息
子
と

実
母
と
の
強
盗
罪
の
共
謀
共
同
正
犯
を
認
め
た
事
例
参
照
。
こ
の
点
、
小
野
清
一
郎
『
新
訂
刑
法
講
義
総
論
』（
昭
和
二
三
年
初
版
、
昭
和
三
〇
年
一

三
版
）
一
〇
六
頁
は
、「
三
、
四
歳
位
の
幼
児
を
利
用
し
て
窃
取
す
る
の
は
間
接
正
犯
で
あ
る
が
、
十
二
、
三
歳
の
少
年
で
、
既
に
是
非
の
弁
別
あ
る

者
に
窃
盗
を
行
わ
せ
る
の
は
寧
ろ
教
唆
犯
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。」（
現
代
用
語
化
）
と
述
べ
ら
れ
た
。
同
旨
、
団
藤
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
一
五
七
頁
、

大
沼
・
前
掲
注
（
13
）
判
例
刑
法
研
究
一
一
五
以
下
、
一
五
一
頁
、
松
澤
・
前
掲
注
（
7
）
Law
&
Practice
九
八
頁
、
大
塚
「
第
12
講

従
属
的
共

犯
の
性
格
」
同
・
前
掲
犯
罪
論
の
基
本
問
題
三
五
三
頁
（
こ
れ
に
対
し
、
中
山
「
第
12
講

従
属
的
共
犯
の
性
格
」
同
・
前
掲
大
塚
刑
法
学
の
検
討

三
五
四
頁
参
照
）、
福
田
平
ほ
か
「
特
別
企
画
《
対
談
》
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論
上
の
諸
問
題
（
5
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
平

成
一
六
年
）
六
頁
〔
大
塚
仁
〕
参
照
。
A
uch
vgl.H
ans
W
elzel,D
as
D
eutsche
Strafrecht
Eine
system
atische
D
arstellung,11.A
ufl.,

（
1969）
S.103
b）.な
お
、
後
者
の
事
例
自
体
に
つ
い
て
も
、「
母
親
に
は
教
唆
犯
が
成
立
す
る
と
い
う
の
が
自
然
で
あ
る
」
と
の
見
解
と
し
て
、
橋

本
正
博
「「
共
謀
共
同
正
犯
」
概
念
再
考
―
行
為
支
配
説
に
基
づ
く
制
約
論
―
」
斉
藤
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
15
）
神
山
古
稀
三
九
九
頁
参
照
（
同
旨
、

浅
田
・
前
掲
注
（
10
）
総
論
四
四
六
頁
）。
母
親
自
身
が
「
強
盗
の
故
意
」
を
持
ち
か
つ
息
子
に
や
ら
せ
た
が
、
息
子
は
刑
事
未
成
年
者
で
は
あ
る
も

の
の
「
間
接
正
犯
」
と
は
言
え
な
い
の
で
、「
共
謀
共
同
正
犯
」
と
の
擬
律
に
な
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
（
長
瀬
敬
昭
「
25

教
唆
犯
と
共
同
正
犯
」
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池
田
修
ほ
か
編
『
新
実
例
刑
法
［
総
論
］』（
平
成
二
六
年
）
三
二
六
頁
以
下
、
前
田
雅
英
「
14

教
唆
犯
の
実
相
」
岩
瀬
徹
ほ
か
編
集
代
表
『
刑
事
法
・

医
事
法
の
新
た
な
展
開
上
巻

町
野
朔
先
生
古
稀
記
念
』（
同
年
）
二
九
五
頁
、
内
藤
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
一
三
三
八
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
橋
本

正
博
『
法
学
叢
書
12

刑
法
総
論
』（
平
成
二
七
年
）
二
四
三
頁
で
は
、
こ
れ
ら
と
同
旨
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
宇
都
宮
地
判
平
成

二
九
年
三
月
二
四
日
判
例
秘
書
L07250188
九
頁
、
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
六
日
同
07320184
五
頁
も
、
間
接
正
犯
は
共
謀
共
同
正
犯
を
越

え
た
場
合
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、「
第
三
者
を
利
用
し
て
犯
罪
を
実
現
す
る
類
型
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
間
接
正
犯
の
成
否
を

検
討
し
、
間
接
正
犯
が
成
立
し
な
い
場
合
に
共
同
正
犯
、
さ
ら
に
狭
義
の
共
犯
（
教
唆
犯
）
の
成
否
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」（
橋
爪
隆
「
第

2
章
実
行
行
為
の
意
義
に
つ
い
て

Ⅲ
.間
接
正
犯
の
成
立
範
囲
」
同
『
刑
法
総
論
の
悩
み
ど
こ
ろ
』（
令
和
二
年
）
四
九
頁
）
と
い
う
こ
と
に
も
な

ろ
う
が
、
基
本
的
な
視
座
と
し
て
は
、「
利
用
者
の
「
正
犯
性
」
の
有
無
と
要
素
従
属
性
は
本
来
別
個
の
問
題
」（
前
田
雅
英
「［
基
本
編
］
第
18
講

間
接
正
犯
」
同
『
刑
法
演
習
講
座
』（
平
成
三
年
）
一
一
二
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）。

（
26
）
高
橋
則
夫
「
判
批
」
法
学
教
室
増
刊
判
例
セ
レ
ク
ト
8̓6～
0̓0（
平
成
一
四
年
）
四
八
五
頁
三
段
も
、
大
阪
高
判
平
成
七
年
一
一
月
九
日
判
時
一
五

六
九
号
一
四
五
頁
の
評
釈
中
に
お
い
て
、「
極
端
従
属
性
説
を
一
貫
さ
せ
れ
ば
、
刑
事
未
成
年
者
の
利
用
は
つ
ね
に
間
接
正
犯
と
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
画
一
的
処
理
は
妥
当
で
な
く
、
ま
た
共
犯
の
不
成
立
か
ら
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
方
法
論
的
に
も
問
題
が
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。
同

旨
、
酒
井
安
行
「
Ⅱ
総
論

65
是
非
の
弁
別
能
力
の
あ
る
刑
事
未
成
年
者
を
利
用
す
る
間
接
正
犯
は
成
立
す
る
か
」
藤
木
英
雄
ほ
か
編
著
「
ジ
ュ
リ

ス
ト
増
刊
刑
法
の
争
点
（
新
版
）」（
昭
和
六
二
年
）
一
三
〇
頁
四
段
、
野
口
六
郎
「
判
批
」
研
修
五
八
五
号
（
平
成
九
年
）
七
八
頁
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
に
対
し
、「
制
限
従
属
性
説
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、
心
身
喪
失
者
の
利
用
も
教
唆
犯
と
な
る
が
、
教
唆
犯
の
本
質
か
ら
み
て
そ
の
よ
う
な
結
論
の
妥

当
で
は
な
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。」（
岡
野
光
雄
「
刑
事
未
成
年
者
の
利
用
と
共
謀
共
同
正
犯
」
研
修
六
六
一
号
（
平
成
一
五
年
）
四
頁
、
八

頁
も
参
照
。
同
旨
、
前
田
雅
英
「
形
式
的
共
同
正
犯
論
の
終
焉
」
法
曹
時
報
五
四
巻
一
一
号
（
平
成
一
四
年
）
七
頁
）
と
の
指
摘
も
あ
り
、
一
般
的

に
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
、
通
常
の
意
思
能
力
の
な
い
被
害
者
に
縊
首
の
方
法
を
教
え
て
縊
首
さ
せ
た
所
為
に

対
し
、
刑
法
二
〇
二
条
で
は
な
く
一
九
九
条
を
適
用
し
た
事
例
と
し
て
、
最
一
小
決
昭
和
二
七
年
二
月
二
一
日
集
六
巻
二
号
二
七
五
頁
参
照
。
学
説

と
し
て
は
、
竹
田
直
平
「
共
犯
に
お
け
る
犯
罪
概
念
要
素
―
間
接
正
犯
者
の
罪
責
の
根
拠
―
」
植
松
正
ほ
か
編
著
『
現
代
の
共
犯
理
論

齊
藤
金
作

博
士
還
暦
祝
賀
』（
昭
和
三
九
年
一
刷
、
平
成
一
年
三
刷
）
一
四
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
平
場
安
治
『
刑
法
総
論
講
義
』（
昭
和
三
六
年
一
刷
、
昭

和
四
五
年
二
刷
）
一
五
二
頁
⑷
は
、「
責
任
無
能
力
者
も
目
的
的
支
配
の
能
力
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
者
は
共
犯
で
あ
る
。」
と
さ

れ
て
お
り
（
同
旨
、
林
幹
人
「
正
犯
の
内
容
―
正
犯
と
狭
義
の
共
犯
の
区
別
」
研
修
六
〇
一
号
（
平
成
一
〇
年
）
六
頁
）、
確
か
に
「
共
犯
」
に
該
当

す
る
場
合
は
そ
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、「
黒
幕
」
が
「
正
犯
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
）
が
、

明
ら
か
に
教
唆
・
幇
助
に
当
た
る
場
合
は
と
も
か
く
、
や
は
り
基
本
的
に
は
「
正
犯
」
に
値
す
る
か
否
か
を
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
検
討
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
内
田
・
前
掲
注
（
13
）
概
要
五
七
三
頁
注
（
17
）
も
、「
医
師
Ａ
‐
‐
‐
の
支
配
力
の
強
さ
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、

「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
を
肯
定
し
う
る
」
と
さ
れ
る
。

（
27
）
団
藤
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
四
二
九
頁
が
同
旨
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
実
行
正
犯
者
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
背
後
者
の
罪
責
が
異
な
り
得
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
「
人
」
が
介
在
し
た

場
合
に
は
他
の
場
合
と
同
日
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
点
、
平
井
彦
三
郎
『
刑
法
論

綱
総論
』（
昭
和
五
年
初
版
、
昭
和
九
年
四
版
）
五
七
四
頁
以
下
は
、「
有
責
者
が
共
犯
不
成
立
者
を
機
械
的
に
利
用
し
た
る
こ
と
、
単
独
犯
の
場
合
に

機
械
を
使
用
し
た
る
関
係
と
異
な
る
処
な
く
、
唯
だ
被
利
用
者
が
人
た
る
の
故
を
以
て
、
特
に
機
械
使
用
の
場
合
と
区
別
し
間
接
正
犯
と
名
づ
け
た

る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
す
、
然
れ
ど
も
機
械
を
使
用
す
る
場
合
と
全
然
同
一
と
称
す
る
を
得
ず
、
被
利
用
者
を
人
と
し
て
其
の
力
又
は
身
分
を
利
用

す
る
も
の
な
れ
ば
、
間
接
正
犯
の
行
為
は
其
の
被
利
用
者
の
行
為
と
云
わ
ざ
る
可
ら
ざ
れ
ば
な
り
」（
現
代
用
語
化
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
機
械
と

人
の
違
い
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義

総
論
』（
昭
和
五
〇
年
一
刷
、
昭
和
五
二
年
五
刷
）
二
七

九
頁
、
森
本
益
之
「
特
集
刑
法
解
釈
の
基
礎
［
犯
罪
行
為
論
］

共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
六
号
（
昭
和
五
九
年
）
五
一
頁
二
段
、

拙
稿
「「
刑
法
を
学
ぶ
際
の
基
本
認
識
」
に
つ
い
て
―
「
刑
法
」
と
は
い
か
な
る
学
問
か
？
」
九
州
大
学
法
政
研
究
六
四
巻
四
号
（
平
成
一
〇
年
）
二

一
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
28
）
V
gl.H
ellm
uth
M
ayer,StrafrechtA
llgem
einer
T
eil,（
1967）
S.148.西
原
春
夫
「
第
三
章

拡
張
的
正
犯
論
と
間
接
正
犯
―
メ
ツ
ガ
ー
を

中
心
と
し
て
―
」
同
『
間
接
正
犯
の
理
論
』（
昭
和
三
七
年
）
八
八
頁
、
中
義
勝
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
〇
年
十
一
月
号
別
冊
付
録
判
例
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
［
刑
法
総
論
］（
昭
和
五
五
年
）
九
〇
頁
中
段
、
同
「
刑
法
総
論
の
現
代
的
課
題

四
共
犯
の
因
果
性
」
The
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
四

二
号
（
昭
和
五
七
年
）
二
八
頁
中
段
、
同
「
一
四
、
い
わ
ゆ
る
共
犯
の
要
素
従
属
性
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
九
年
）
同
「
刑
法
上
の
諸
問
題
」（
平
成

三
年
）
四
三
八
頁
以
下
、
吉
川
・
前
掲
注
（
14
）
法
学
研
究
年
誌
四
二
頁
、
園
田
寿
「
間
接
正
犯
と
教
唆
犯
」
現
代
刑
事
法
二
号
（
平
成
一
一
年
）

二
九
頁
、
島
田
・
前
掲
注
（
4
）
基
礎
理
論
九
三
頁
、
同
・
前
掲
注
（
15
）
神
山
古
稀
四
四
七
頁
、
高
橋
・
前
掲
注
（
10
）
規
範
論
一
三
七
頁
参
照
。

な
お
、
橋
本
正
博
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
7

正
犯
性
―
間
接
正
犯
と
共
同
正
犯
の
間
―
」
刑
法
雑
誌
四
三
巻
三
号
（
平
成
一
六
年
）
一
六
六
頁
上

段
〔
島
田
聡
一
郎
〕
に
、「
直
接
正
犯
・
間
接
正
犯
・
共
同
正
犯
の
い
ず
れ
も
各
則
に
該
当
す
る
正
犯
と
位
置
づ
け
、
処
罰
拡
張
事
由
で
あ
る
狭
義
の

共
犯
と
は
異
な
る
と
す
る
立
場
（
日
本
の
伝
統
的
多
数
説
）、
直
接
正
犯
・
間
接
正
犯
は
い
ず
れ
も
各
則
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
一
方
、
共
同
正
犯

は
処
罰
拡
張
事
由
で
あ
っ
て
間
接
正
犯
と
は
成
立
要
件
が
異
な
る
と
考
え
る
見
解
（
判
例
の
基
本
的
態
度
）」
と
い
う
対
立
図
式
が
見
ら
れ
る
（
な
お
、

井
田
・
前
掲
注
（
15
）
総
論
四
七
六
以
下
、
四
八
六
注
28)
、
四
八
八
頁
以
下
、
川
端
・
後
掲
注
（
34
）
鼎
談
二
八
頁
左
参
照
）。

（
29
）
V
gl.H
.-H
.JESCH
ECK
,a.a.O
.（
A
nm
.4）
Lehrbuch
S.586
III.1.;H
.W
elzel,a.a.O
.（
A
nm
.25）
StrafrechtS.102.橋
本
正
博
『「
行
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為
支
配
論
」
と
正
犯
理
論
』（
平
成
一
二
年
）
一
頁
以
下
、
前
田
雅
英
編
集
代
表
『
条
解
刑
法
〔
第
3
版
〕』（
平
成
二
五
年
）
第
61
条
➳
❞
、
植
田
博
「
第

6
講

間
接
正
犯
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法
基
本
講
座
第
4
巻
未
遂
／
共
犯

罪
数
論

』（
平
成
四
年
）
八
〇
頁
、
園
田
寿
「
判
批
」
松
尾
浩
也
ほ
か
編
著
「
別

冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
N
o.142
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
［
第
四
版
］」（
平
成
九
年
）
一
四
八
頁
三
段
以
下
参
照
。

（
30
）
大
塚
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
一
六
〇
頁
、
前
田
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
29
）
条
解
二
二
八
頁
、
酒
井
・
前
掲
注
（
26
）
刑
法
の
争
点
一
三
〇
頁
四

段
参
照
。

（
31
）
内
田
文
昭
『
改
訂
刑
法
Ⅰ
（
総
論
）〔
補
正
版
〕』（
平
成
九
年
）
二
八
九
頁
、
同
・
前
掲
注
（
25
）
判
批
二
七
二
、
二
七
四
頁
、
同
・
前
掲
注
（
13
）

概
要
五
七
三
頁
、
橋
本
・
前
掲
注
（
29
）
行
為
支
配
論
九
二
、
一
七
五
頁
参
照
。
A
uch
vgl.J.Baum
ann,a.a.O
.（
A
nm
.14）
ST
RA
FRECH
T
S.

561
4.a）.こ
の
点
、
相
内
信
「
故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
の
問
題
」
金
沢
法
学
二
三
卷
一
・
二
号
（
昭
和
五
六
年
）
二
二
一
頁
は
、「
逆
に
、
直
接
手

を
下
す
者
が
正
犯
と
評
価
さ
れ
な
い
場
合
」
と
し
て
、「
故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
」
の
問
題
を
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
平
場
・
前
掲
注
（
26
）
総

論
一
五
〇
以
下
、
一
五
五
頁
の
、「「
自
己
の
手
に
よ
る
実
行
」
に
換
え
る
に
「
構
成
要
件
該
当
の
行
為
支
配
」
を
も
っ
て
」
す
る
説
に
よ
る
と
、「
元

来
正
犯
と
は
自
己
の
手
に
よ
り
実
行
行
為
を
な
す
必
要
は
必
ず
し
も
な
」
い
こ
と
に
な
ろ
う
（
こ
の
点
と
の
関
連
で
、
中
・
前
掲
注
（
13
）
間
接
正

犯
一
二
九
頁
以
下
も
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
中
山
研
一
『
概
説
刑
法
Ⅰ
［
第
2
版
］』（
平
成
一
二
年
）
二
七
六
頁
は
、「
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
る
実

行
行
為
を
正
犯
性
の
中
心
に
す
え
」
る
べ
き
と
の
批
判
的
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、「
共
謀
共
同
正
犯
」
を
肯
定
す
る
と
、「
共
同
正
犯
で
は
実
行
担

当
者
が
正
犯
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、背
後
者
も
正
犯
で
あ
る
と
の
関
係
に
な
る
。」旨
、指
摘
さ
れ
る
。
野
村
稔「
第
18
講

共
謀
共
同
正
犯（
上
）」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
一
四
号
（
平
成
一
年
）
八
一
頁
三
段
も
参
照
。

（
32
）
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
も
、
原
則
論
と
し
て
は
、
⑴
何
人
か
が
錯
誤
な
く
か
つ
限
定
の
な
い
責
任
能
力
を
有
す
る
状
態
で
行
為
し
た
場
合
、
そ

の
者
の
背
後
者
は
通
常
間
接
正
犯
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、
直
接
行
為
正
犯
が
法
的
に
ば
か
り
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
事
実
的
に
も
事
象
を

包
括
的
に
支
配
し
か
つ
ま
た
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
。
そ
の
場
合
、
背
後
者
は
通
常
行
為
支
配
を
有
し
な
い
。

と
し
つ
つ
も
、
⑵
限
定
の
な
い
責
任
能
力
を
有
し
て
行
為
す
る
行
為
媒
介
者
（
T
atm
ittler）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
背
後
者
の
寄
与
（
Beitrag）
が

殆
ど
自
動
的
に
こ
の
背
後
者
に
よ
っ
て
志
向
さ
れ
た
構
成
要
件
実
現
に
つ
な
が
る
・
ケ
ー
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
背
後
者
が
組
織
構
造

を
通
じ
て
、
そ
の
者
の
行
為
寄
与
が
規
則
的
な
（
regelhaft）
経
過
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
・
特
定
の
大
枠
諸
条
件
（
Rahm
enbedingungen）
を

利
用
す
る
場
合
に
、
存
し
得
る
。
規
則
的
な
経
過
を
伴
う
そ
の
よ
う
な
大
枠
諸
条
件
は
、
国
家
的
・
企
業
的
も
し
く
は
会
社
類
似
的
な
組
織
構
造
に

お
い
て
及
び
命
令
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
背
後
者
が
こ
の
事
情
を
知
り
つ
つ
行
為
し
、
そ
の

者
が
特
に
、
構
成
要
件
を
実
現
す
る
直
接
行
為
者
の
無
条
件
の
準
備
（
Bereitschaft）
を
も
利
用
し
、
か
つ
背
後
者
が
そ
の
結
果
を
そ
の
者
自
身
の

行
為
の
結
果
と
し
て
意
欲
す
る
場
合
、そ
の
者
は
間
接
正
犯
の
形
で
の
正
犯
で
あ
る
。
と
あ
り（
V
gl.BGH
.5
Strafsenat.U
rt.vom
26.Juli1994,
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BGH
St40.BA
N
D
,S.218〔
236〕.本
判
決
に
つ
き
、
鈴
木
彰
雄
「
組
織
的
権
力
機
構
に
よ
る
間
接
正
犯
―
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
四
年

七
月
二
六
日
判
決
の
検
討
―
」
関
東
学
園
大
学
法
学
紀
要
一
〇
号
（
平
成
七
年
）
八
七
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
「
組
織
的
権
力
機
構

に
よ
る
間
接
正
犯
」
の
理
論
」
同
二
三
号
（
平
成
一
三
年
）
一
一
五
頁
以
下
、
ト
ー
マ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ン
ト
（
高
橋
則
夫
訳
）「
講
演

ド
イ
ツ
刑
法

に
お
け
る
間
接
正
犯
の
新
し
い
形
態
」
早
稲
田
大
学
比
較
法
学
三
一
巻
一
号
（
平
成
九
年
）
一
三
七
頁
以
下
、
川
口
浩
一
「
旧
東
独
の
「
政
府
犯
罪
」

の
処
罰
と
時
効
に
関
す
る
最
近
の
判
例
と
立
法
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
第
二
の
「
過
去
の
克
服
」
問
題
と
刑
法
―
」
奈
良
法
学
会
雑
誌
七
巻
一
号
（
平

成
六
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
組
織
支
配
に
よ
る
間
接
正
犯
の
理
論
の
企
業
・
環
境
犯
罪
へ
の
適
用
可
能
性
」
姫
路
法
学
二
七
・
二
八
合
併
号
（
平
成

一
一
年
）
七
三
頁
以
下
、
佐
久
間
修
「
12

共
同
正
犯
に
お
け
る
集
団
犯
罪
の
法
理
―
共
謀
共
同
正
犯
と
「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
を
中
心
と
し
て
―
」

渥
美
東
洋
ほ
か
編
著
『
刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開

齊
藤
誠
二
先
生
古
稀
記
念
』（
平
成
一
五
年
）
三
〇
六
頁
以
下
、
照
沼
亮
介
「
第
2
章
間
接
正
犯

の
正
犯
性

Ⅴ
組
織
的
権
力
機
構
を
利
用
す
る
場
合
」
同
『
体
系
的
共
犯
論
と
刑
事
不
法
論
』（
平
成
一
七
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
田
川
靖
紘
「
企
業
・

組
織
内
犯
罪
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
区
別
（
一
）」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
一
三
二
号
（
平
成
二
一
年
）
一
五
三
頁
以
下
、
水
島
朝
穂
「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
―
「
も
う
一
つ
の
過
去
」
の
象
徴
」
地
理
三
七
巻
八
号
（
平
成
四
年
）
六
五
頁
、
設
楽
裕
文
「
正
犯
・
共
犯
と
企
業
犯
罪
」
日
本
法
学

七
六
巻
二
号
（
平
成
二
二
年
）
三
九
三
頁
以
下
、
内
田
文
昭
「
間
接
正
犯
と
自
手
犯
」
神
奈
川
法
学
四
四
巻
二
・
三
合
併
号
（
平
成
二
三
年
）
一
八

二
頁
以
下
、
後
藤
啓
介
「
間
接
正
犯
論
の
新
展
開
：
ド
イ
ツ
刑
法
の
現
状
が
日
本
刑
法
に
示
唆
す
る
も
の
」
慶
應
法
学
二
四
号
（
平
成
二
四
年
）
一

七
四
頁
以
下
、
黄
士
軒
「
共
謀
共
同
正
犯
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
五
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
三
四
巻
六
号
（
平
成
二
九
年
）
一
九
頁
以
下
参
照
。

auch
vgl.5.Strafsenat.U
rt.vom
8.N
ovem
ber
1999,BGH
St
45.BA
N
D
,S.270〔
296〕;5.Strafsenat.U
rt.vom
6.N
ovem
ber
2002,BGH
St

48.BA
N
D
,S.77〔
91〕）、
例
外
的
で
あ
る
に
せ
よ
、「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
を
認
め
得
る
場
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
行
行
為
者
も
「
正
犯
」
で
あ

り
背
後
者
も
「
正
犯
」
で
あ
る
が
、「
直
接
」
行
為
に
出
る
訳
で
は
な
い
の
で
「
間
接
正
犯
」
と
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、「
共
謀
共
同
正
犯
」
以
外
の
、

「
同
時
犯
」
と
し
て
の
「
正
犯
」
の
競
合
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
「
同
時
犯
」
説
に
対
し
て
は
、「
両
者
の

行
為
を
独
立
し
た
因
果
の
流
れ
」
と
し
て
捉
え
る
の
は
、「
権
力
機
構
に
よ
っ
て
組
織
的
に
行
わ
れ
る
犯
罪
の
実
態
を
見
誤
る
も
の
と
」
の
批
判
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
（
鈴
木
・
前
掲
関
東
学
園
大
学
法
学
紀
要
二
三
号
一
四
四
頁
。
vgl.herausg.v.B.Jähnke
u.a.,a,a.O
.（
A
nm
,4）
LK
-StGB
§25Rn.

132〔
C.Roxin〕）
が
、
日
本
の
過
失
犯
の
判
例
を
見
る
限
り
で
は
（
前
掲
注
（
16
）
参
照
）、
一
つ
の
事
象
に
つ
い
て
「
因
果
関
係
」
を
競
合
的
に

捉
え
る
こ
と
は
可
能
と
言
え
よ
う
。
noch
vgl.
U
w
e
M
urm
ann,
D
ie
N
ebentäterschaft
im
Strafrecht：
Ein
Beitrag
zu
einer

personalen
T
atherrschaftslehre,（
1993）
S.279）。
こ
の
事
例
自
体
は
、
ド
イ
ツ
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
い
わ
ゆ
る
東
ド
イ
ツ

の
国
防
評
議
会
の
構
成
員
（
M
itglieder
des
N
ationalen
V
erteidigungsrats）
と
し
て
、
東
ド
イ
ツ
の
防
備
さ
れ
た
国
境
か
ら
逃
走
を
企
て
た

者
を
射
殺
す
る
命
令
を
出
し
た
こ
と
が
、
ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
で
は
故
殺
の
教
唆
・
幇
助
に
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
SS.219,230.ド
イ
ツ
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刑
法
典
二
一
二
条
一
項
）、
か
な
り
特
殊
な
も
の
で
は
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
で
は
、
被
告
人
ら
は
故
殺
の
間
接
正
犯
と
の
判
断
に
改
め
ら
れ
た
訳

で
あ
る
（
SS.230,237.ド
イ
ツ
刑
法
典
二
一
二
条
（
一
項
）、
二
五
条
。
auch
vgl.5.Strafsenat.U
rt.vom
4.M
ärz
1996,BGH
St42.Band,S.

65ff.;5.Strafsenat.Beschl.vom
7.A
ugust
2001,BGH
St
47.BA
N
D
,S.100ff.こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
状
況
に
つ
き
、
ハ
ン
ス
＝
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
（
石
塚
伸
一
訳
）「
旧
東
西
ド
イ
ツ
国
境
に
お
け
る
銃
器
使
用
の
刑
法
的
責
任
」
北
九
州
大
学
法
政
論
集
二
一
巻
三
号
（
平

成
五
年
）
二
七
九
頁
以
下
、
平
良
木
登
規
男
「
共
謀
共
同
正
犯
事
例
等
に
お
け
る
ド
イ
ツ
判
例
実
務
」
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
編
集
委
員

会
編
『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
二
巻
』（
平
成
一
〇
年
）
三
三
〇
頁
以
下
、
広
渡
清
吾
「
ホ
ネ
ッ
カ
ー
裁
判
「
不
法
な
体
制
」
と
法
治
国
家
」

時
の
法
令
一
四
三
五
号
（
平
成
四
年
）
三
七
頁
以
下
、
川
口
浩
一
「
ド
イ
ツ
統
一
後
の
旧
東
ド
イ
ツ
犯
罪
の
処
罰
問
題
―
い
わ
ゆ
る
「
壁
の
射
手
」

第
一
判
決
と
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
の
裁
判
に
つ
い
て
―
」
刑
法
雑
誌
三
三
巻
三
号
（
平
成
六
年
）
二
一
九
頁
以
下
、
高
橋
則
夫
「
第
13
章

共
同
正
犯
の

帰
属
原
理
」
同
・
前
掲
注
（
10
）
規
範
論
一
八
五
頁
以
下
参
照
。
特
に
平
良
木
三
三
二
頁
は
東
京
地
判
平
成
八
年
六
月
二
六
日
判
タ
九
二
一
号
九
三

頁
の
事
例
に
つ
き
、「
Ｍ
被
告
に
つ
い
て
は
、
端
的
に
正
犯
を
利
用
し
た
間
接
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
」
の
疑
問
を
示
さ
れ

る
が
、
裁
判
所
の
従
来
の
理
解
か
ら
す
る
と
、「
共
謀
共
謀
正
犯
」
と
し
て
捉
え
得
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
）。

こ
の
ほ
か
、
善
意
の
代
理
店
を
通
じ
た
組
織
的
な
詐
欺
事
犯
に
つ
き
、「
間
接
正
犯
」
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
5.Strafsenat.Beschl.vom
26.

A
ugst2003,BGH
St48.BA
N
D
,S.331〔
342〕
が
あ
る
。

ま
た
、
4.Strafsenat.U
rt.vom
15.Septem
ber
1988,BGH
St35.BA
N
D
,S.347
で
は
、「
間
接
正
犯
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、「
正
犯
意
思

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
客
観
的
な
行
為
支
配
の
標
識
」
が
強
調
さ
れ
、
間
接
正
犯
か
共
犯
（
教
唆
）
か
の
区
別
は
、
個
別
ケ
ー
ス
に
お
け
る
錯
誤
の

性
質
や
射
程
、
及
び
背
後
者
の
影
響
の
強
さ
に
か
か
わ
る
と
さ
れ
る
（
SS.353,354）。

（
33
）
荘
子
邦
雄
『
現
代
法
律
学
全
集
25

刑
法
総
論
〔
第
三
版
〕』（
平
成
八
年
）
四
五
八
頁
は
、「
自
分
の
手
で
実
行
行
為
を
行
な
う
者
は
正
犯
で
あ
る

と
い
う
見
解
を
維
持
し
な
が
ら
、
違
法
性
お
よ
び
責
任
の
点
に
お
い
て
共
犯
の
類
型
に
よ
り
処
理
し
得
な
い
と
い
う
場
合
を
「
正
犯
」
と
解
し
、
例

外
と
し
て
、
間
接
正
犯
の
領
域
を
残
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
小
野
博
士
の
所
説
を
「
妥
当
」

と
さ
れ
て
お
り
（
四
六
〇
頁
注
（
4
））、
小
野
博
士
は
、「
間
接
正
犯
で
あ
る
か
教
唆
犯
で
あ
る
か
が
疑
問
と
な
る
場
合
に
は
、
‐
‐
‐
何
処
に
違
法

性
及
び
道
義
的
責
任
の
重
点
が
あ
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
道
義
的
責
任
の
所
在
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
は
各
本
条
の

構
成
要
件
の
解
釈
適
用
の
問
題
で
あ
る
。
自
ら
「
火
を
放
っ
た
」
者
で
あ
る
か
、
自
ら
「
人
を
殺
し
た
」
者
で
あ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。」（
小
野
清

一
郎
『
刑
法
概
論
』（
昭
和
二
七
年
）
九
一
頁
。
常
用
漢
字
化
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
小
野
清
一
郎
「
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論

四
構
成
要
件
と
行

為
論
」
同
『
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
』（
昭
和
二
八
年
一
刷
、
昭
和
五
六
年
一
六
刷
）
六
三
頁
も
参
照
）、
違
法
性
の
側
面
に
お
け
る
法
益
侵
害
・
危

殆
化
と
い
う
点
で
は
直
接
的
か
間
接
的
か
の
違
い
は
あ
れ
同
様
と
も
言
え
よ
う
か
ら
（
V
gl.A
.K
O
CH
u.a.,a.a.O
.（
A
nm
.9,21）
JuS）、
責
任
な
い
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し
構
成
要
件
の
側
面
に
お
い
て
当
該
犯
罪
の
「
故
意
」
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
か
が
、
客
観
的
側
面
を
勘
案
し
つ
つ
、
決
め
手
と
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

ろ
う
。

中
義
勝
「
六
、
実
行
行
為
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」（
昭
和
六
〇
年
）
同
・
前
掲
注
（
28
）
刑
法
上
の
諸
問
題
一
七
九
頁
は
、「
正
犯
は
み
ず
か
ら

の
手
に
よ
る
限
縮
的
正
犯
概
念
を
原
則
と
す
る
が
、
た
と
え
他
人
の
手
を
介
し
て
す
る
場
合
に
も
、
実
質
上
限
縮
的
正
犯
概
念
と
同
視
し
う
べ
き
実

体
を
そ
な
え
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
こ
れ
を
間
接
正
犯
と
称
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
」
さ
れ
（
同
「
一
四
、
い
わ
ゆ
る
共
犯
の
要
素
従
属
性
に
つ
い
て
」

同
四
三
九
頁
も
参
照
）、
例
外
的
な
場
合
を
厳
格
に
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
間
接
正
犯
」
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、

実
質
的
・
規
範
的
に
「
正
犯
」
に
相
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、「
教
唆
・
幇
助
」
に
当
た
ら
な
い
限
り
、
ま
た
「
共
謀
共
同
正
犯
」
の
範
疇
に
入
れ
ら

れ
な
い
と
し
て
も
、「
正
犯
」
と
い
う
評
価
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

堀
内
捷
三
『
刑
法
総
論
〔第2版〕
』（
平
成
一
六
年
）
二
八
三
頁
以
下
も
、「
間
接
正
犯
の
例
が
示
す
よ
う
に
‐
‐
‐
、
正
犯
と
い
う
た
め
に
は
必
ず
し
も

み
ず
か
ら
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
共
謀
者
も
な
お
共
同
「
正
犯
」
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
共

謀
者
の
行
為
が
実
行
者
の
行
為
と
の
関
係
で
、
価
値
的
・
規
範
的
に
実
行
行
為
者
と
実
行
行
為
を
共
同
し
た
と
評
価
し
う
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
の
観
点
か
ら
、「
主
観
的
に
は
実
行
行
為
者
の
意
思
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
、
客
観
的
に
は
実
行
行
為
者
の
行
為
遂
行
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
共
謀
共
同
正
犯
」
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
が
、「
間

接
正
犯
」
に
お
け
る
背
後
者
の
「
正
犯
性
」
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
「
正
犯
」
と
し
て
つ
ま
り
「
犯
罪
の
故
意
」
を
も
っ
て
行
動
し
た
の
で
あ
る
し
、

た
と
え
媒
介
者
が
気
付
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
背
後
者
が
意
図
し
た
通
り
の
「
結
果
」
を
発
生
さ
せ
ら
れ
た
以
上
、「
正
犯
」
と
い
う
線
が
妥
当
な

の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
前
掲
注
（
20
）
参
照
）。

（
34
）
判
例
上
、
共
謀
共
同
正
犯
と
教
唆
犯
の
区
別
に
つ
き
明
ら
か
に
し
た
仙
台
高
秋
田
支
判
昭
和
三
五
年
四
月
六
日
集
一
四
巻
一
三
号
一
八
一
四
頁
は
、

「（
共
謀
）
共
同
正
犯
」
の
場
合
、「
共
同
犯
行
の
認
識
」「
主
観
的
な
相
互
依
存
の
関
係
（
双
方
に
よ
る
心
理
的
補
充
の
関
係
）」
が
決
め
手
と
さ
れ
る

の
に
対
し
、「
教
唆
犯
」
の
場
合
は
「
一
方
的
な
心
理
的
補
充
の
関
係
」
に
止
ま
る
旨
判
示
す
る
（
一
八
一
五
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
、
大
一
刑
判
明
治

四
四
年
一
〇
年
六
日
録
一
七
輯
一
六
一
八
〔
一
六
二
二
〕
頁
、
大
一
刑
判
大
正
一
一
年
四
月
一
八
日
集
一
巻
二
三
三
〔
二
三
五
以
下
〕
頁
（
こ
れ
に

対
し
、
大
三
刑
判
大
正
七
年
四
月
一
七
日
録
二
四
輯
三
二
九
〔
三
三
一
〕
頁
）、
岩
田
誠
「
判
批
」
財
団
法
人
法
曹
会
編
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑

事
篇
昭
和
三
十
三
年
度
』（
昭
和
四
三
年
）
四
〇
七
頁
も
参
照
。
な
お
、
松
澤
・
前
掲
注
（
7
））。
し
か
し
て
、
刑
法
六
〇
条
が
「
二
人
以
上
共
同
し

て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
は
、
す
べ
て
正
犯
と
す
る
。」
と
規
定
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
意
思
連
絡
を
も
っ
て
実
行
行
為
の
一
部
と
見
う
る
行
為
を
行
っ

た
者
は
、「
正
犯
」
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
な
お
、
藤
木
英
雄
「
共
謀
共
同
正
犯
」
同
『
可
罰
的
違
法
性
の
理
論
』（
昭
和
四
二
年
一
刷
、
昭

和
五
四
年
九
刷
）
三
六
六
頁
以
下
は
、「
共
謀
」
概
念
を
「
共
同
正
犯
」
全
般
の
共
通
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
）、
従
っ
て
、
当
該
犯
罪
の
「
故
意
」
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を
も
っ
て
「
共
働
的
な
行
為
」
を
行
っ
た
者
を
、
結
果
と
し
て
「
共
同
正
犯
」
と
呼
称
す
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
「
正
犯
者
意
思
」

な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
設
定
す
る
（
例
え
ば
、
下
村
康
正
「
共
同
正
犯
と
犯
罪
の
実
行
」
鴨
良
弼
ほ
か
編
著
『
刑
法
と
科
学
法
律
編

植
松
博
士
還

暦
祝
賀
』（
昭
和
四
六
年
）
三
七
六
、
三
七
九
、
三
八
〇
以
下
、
三
八
二
以
下
、
三
八
五
頁
参
照
。
な
お
、
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
刑
法
典
四
七
条
、
そ

し
て
そ
の
後
の
一
九
七
五
年
改
正
法
二
五
条
二
項
の
「
共
同
正
犯
」
概
念
は
、
日
本
刑
法
六
〇
条
と
ほ
ぼ
同
旨
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
V
gl.

H
erausgegeben
von
K
arlPannier,Strafgesetzbuch
für
das
D
eutsche
Reich,（
1927）
SS.9,21;bearbeitet
von
A
.Eser
u.a.,a.a.O
.

（
A
nm
.4）
K
om
m
entar
SS.484Rn.2,517,533Rn.7〔
Günter
H
eine/Bettina
W
eißer〕;René
Bloy,Grenzen
der
T
äterschaft
bei

frem
dhändigen
T
atausführung,GA
1996,S.435.ル
ネ
・
ブ
ロ
イ
（
京
藤
哲
久
〔
訳
〕）「
他
人
が
所
為
を
な
し
た
場
合
の
正
犯
性
の
限
界
」
明
治

学
院
論
叢
法
学
研
究
六
一
号
（
平
成
八
年
）
一
五
四
、
一
五
八
、
一
六
五
、
一
七
五
頁
注
（
41
）、
島
田
聡
一
郎
「
共
謀
共
同
正
犯
論
の
現
状
と
課
題
」

川
端
博
ほ
か
編
『
理
論
刑
法
学
の
探
究
③
』（
平
成
二
二
年
）
四
三
頁
。
こ
れ
に
対
し
、
松
村
格
「
第
七
章

共
同
正
犯
の
共
犯
性
と
正
犯
性
の
シ
ス

テ
ム
論
的
解
明
」
同
『
刑
法
学
方
法
論
の
研
究
―
存
在
論
か
ら
シ
ス
テ
ム
論
へ
―
』（
平
成
三
年
）
三
二
二
頁
注
（
2
）。
松
山
地
判
平
成
二
四
年
二

月
九
日
判
タ
一
三
七
八
号
一
五
一
頁
も
、
利
用
者
が
被
利
用
者
の
「
正
犯
意
思
」
を
「
認
識
」
し
て
い
れ
ば
、「
黙
示
の
共
謀
（
共
同
実
行
の
意
思
）」

を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
形
で
、
こ
の
意
思
を
活
用
す
る
（
二
五
五
頁
左
）。
こ
の
ほ
か
、
内
藤
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
一
三
六
九
頁
も
、

大
一
・
二
・
三
・
四
刑
連
判
昭
和
一
一
年
五
月
二
八
日
集
一
五
巻
七
一
五
頁
に
つ
き
、「
自
己
の
犯
意
の
実
現
と
い
う
意
味
で
の
正
犯
意
思
の
実
現
を
」

読
み
取
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
松
原
芳
博
「
共
謀
共
同
正
犯
論
の
現
在
」
法
曹
時
報
六
三
巻
七
号
（
平
成
二
三
年
）
四
頁
も
参
照
。
ま
た
、
正
田
満
三

郎
「
第
三

犯
罪
の
実
行
と
正
犯
意
思
―
犯
罪
に
お
け
る
因
果
関
係
と
そ
の
目
的
的
整
序
―
」
同
『
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
論
の
批
判
的
考
察
』（
昭
和

三
七
年
）
四
八
頁
も
、「
正
犯
意
思
」
と
い
う
こ
と
で
、「
正
犯
に
お
け
る
故
意
を
正
犯
行
為
を
組
成
す
る
主
観
的
違
法
要
素
並
び
に
責
任
要
素
一
般

と
し
て
把
え
た
も
の
」
と
さ
れ
る
（
同
「
第
八

違
法
性
と
正
犯
意
思
―
行
為
に
よ
る
違
法
と
事
態
と
し
て
の
違
法
―
」
同
一
八
八
頁
も
参
照
）。
こ

の
点
、
後
掲
二
⑵
❞
②
㋐
も
参
照
。
結
局
、「
基
本
的
構
成
要
件
的
故
意
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
こ
の
点
、
大
三
刑
判
昭
和
九
年
一
二
月

二
二
日
集
一
三
巻
一
七
九
七
〔
一
八
〇
二
〕
頁
は
、「
数
人
共
謀
し
て
他
人
に
暴
行
を
加
え
ん
こ
と
を
企
図
し
、
之
が
実
行
あ
り
た
る
場
合
に
於
て
は
、

自
ら
暴
行
行
為
を
為
さ
ざ
る
者
と
雖
も
、
之
を
為
し
た
る
他
の
共
謀
者
と
等
し
く
暴
行
の
罪
責
を
負
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
、
其
の
犯ㅡ

意ㅡ

は
実
行
し

た
る
共
謀
者
に
依
り
遂
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
刑
法
第
六
十
条
に
所
謂
二
人
以
上
共
同
し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
る
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。」

（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
。
傍
点
、
伊
藤
）
と
判
示
す
る
。
本
判
決
な
ど
に
つ
き
、
大
場
史
朗
「
共
謀
共
同
正
犯
論
再
考
」
石
塚
伸
一
ほ
か
編
著
『
近

代
刑
法
の
現
代
的
論
点

足
立
昌
勝
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
平
成
二
六
年
）
一
七
三
、
一
七
五
、
一
七
八
、
一
七
九
頁
以
下
参
照
））
の
は
、
論

理
が
逆
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
「
共
同
正
犯
」
と
評
価
さ
れ
た
者
の
持
つ
意
思
を
、「
正
犯
者
意
思
」
と
称
し
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
し
か
し
他
方
、「
意
思
の
連
絡
」
を
「
意
思
へ
の
影
響
を
通
じ
て
間
接
に
結
果
に
対
し
因
果
関
係
を
も
つ
」
に
過
ぎ
な
い
と
の
側
面
か
ら
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の
み
理
解
す
る
の
も
（
植
田
重
正
「
片
面
的
共
犯
」
植
松
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
26
）
齊
藤
還
暦
二
四
六
頁
）、「
共
同
正
犯
」
と
「
同
時
犯
」
の
混

交
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
い
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
共
同
正
犯
」
や
「
間
接
正
犯
」
な
ど
に
包
含
し
得
な
い
場
合
は
、「
同
時
犯
」
の
側
面
か
ら
捉
え
る
の
が
、

妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
（
判
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
大
三
刑
判
大
正
一
一
年
二
月
二
五
日
集
一
巻
七
九
頁
参
照
。
学
説
と
し
て
、
植
松
正
「
片
面

的
共
犯
否
定
へ
の
道
標
」
前
掲
齊
藤
古
稀
二
五
八
以
下
、
二
六
六
、
二
六
七
頁
注
（
二
）、
大
塚
仁
「
二

片
面
的
共
犯
の
成
否
」
同
『
刑
法
論
集
⑵

―
犯
罪
類
型
と
解
釈
学
―
』（
昭
和
五
一
年
）
二
二
頁
注
（
七
）、
夏
目
文
雄
「
共
犯
の
存
在
構
造
」
福
田
雅
章
ほ
か
編
著
『
刑
事
法
学
の
総
合
的
検

討
(下)
福
田
平

大
塚
仁
博
士
古
稀
祝
賀
』（
平
成
五
年
）
四
四
〇
頁
以
下
も
参
照
）。「
共
同
正
犯
」
の
場
合
、「
意
思
の
連
絡
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
因
果
関
係
」

を
共
通
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
他
者
の
意
思
へ
の
影
響
を
通
じ
た
結
果
へ
の
寄
与
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
、「
刑

法
上
結
果
に
対
す
る
責
任
は
理
論
上
常
に
因
果
関
係
に
依
り
て
生
じ
、
又
理
論
上
因
果
関
係
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
す
。
従
て
、
共
同
正
犯
成
立
の

契
機
も
亦
、
因
果
関
係
を
外
に
し
て
他
に
求
む
べ
か
ら
ず
。」
と
の
一
般
論
を
展
開
し
た
宮
本
博
士
も
、「
所
謂
因
果
関
係
も
価
値
的
な
る
事
実
相
互

間
の
論
理
関
係
に
し
て
自
然
的
因
果
関
係
に
あ
ら
ず
。
即
ち
此
場
合
に
は
、
一
方
に
共
同
者
の
違
法
な
る
行
為
と
他
方
に
被
共
同
者
の
行
為
其
他
の

事
実
を
併
せ
た
る
全
体
と
し
て
違
法
な
る
事
実
と
の
間
に
、
法
律
的
因
果
関
係
が
成
立
す
る
な
り
。」
と
注
記
さ
れ
る
。
宮
本
英
脩
『
刑
法
学
粋
』（
昭

和
四
年
）
三
九
六
、
三
九
八
頁
以
下
註
（
一
）（
現
代
用
語
化
。
加
点
）。
従
っ
て
、「
片
面
的
共
同
正
犯
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
と
い
う
と
「
単

独
正
犯
」
と
し
て
理
解
し
て
お
け
ば
足
り
よ
う
（
な
お
、
植
田
・
前
掲
二
三
三
頁
）。「
共
同
正
犯
」
と
い
う
評
価
を
下
す
た
め
に
は
、
や
は
り
意
思

の
面
に
お
い
て
も
相
応
の
実
態
を
要
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
刑
法
六
〇
条
は
「
第
十
一
章

共
犯
」
中
に
規
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
個
々
人
が
「
犯
罪
」
と
し
て
完
全
な
行
為
を
す
る
場
合
も
、
個
々
人
の
行
為
を
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
「
犯
罪
」
と
し
て
完
成
す
る
場
合

も
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
前
者
に
お
い
て
も
、「
共
同
正
犯
者
」
の
行
為
を
合
わ
せ
た
も
の
が
「
共
同
正
犯
」
と
さ
れ
る
点
で
、
違
い
は
な
か
ろ
う
（
川

端
博
ほ
か
「《
鼎
談
》
共
同
正
犯
論
の
課
題
と
展
望
」
現
代
刑
事
法
二
八
号
（
平
成
一
三
年
）
二
六
頁
中
〔
西
田
典
之
〕、
西
田
〔
橋
爪
補
訂
〕・
前
掲

注
（
13
）
総
論
三
四
九
頁
以
下
、
高
橋
・
前
掲
注
（
10
）
規
範
論
一
七
四
頁
。
こ
れ
は
「
正
犯
性
拡
張
機
能
」
と
称
さ
れ
る
。
伊
藤
・
前
掲
注
（
4
）

法
研
論
集
一
五
六
号
三
一
、
四
六
頁
、
同
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
「
重
要
な
役
割
」
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
―
正
犯
性
拡
張
機
能
に
つ
い
て
ー
」

同
一
五
四
号
（
平
成
二
七
年
）
一
一
頁
参
照
）
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
共
同
正
犯
者
」
の
行
為
を
合
わ
せ
た
も
の
が
「
共
同
正
犯
」
と
な
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
は
、「
広
義
の
共
犯
」
な
か
ん
ず
く
「
共
同
」（
橋
本
正
博
「
正
犯
理
論
の
実
質
的
基
礎
―
共
謀
共
同
正
犯
論
を
中
心
に
」
前
掲
注
（
28
）

現
代
刑
事
法
二
号
二
一
左
、
二
四
頁
左
参
照
）
か
ら
「
正
犯
」
へ
と
い
う
論
理
的
順
序
で
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
西
原
春
夫
「
第
三
部
共
犯

に
関
す
る
若
干
の
考
察

共
同
正
犯
に
お
け
る
犯
罪
の
実
行
」
同
『
刑
事
法
研
究
第
二
巻
』（
昭
和
四
二
年
）
一
六
〇
頁
以
下
参
照
。
山
中
敬
一
「
第

一
七
章

共
同
正
犯
の
諸
問
題
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
著
『
刑
法
理
論
の
現
代
的
展
開

総
論
Ⅱ
』（
平
成
二
年
）
一
九
六
頁
は
、「
多
数
人
が
犯
罪
に

関
与
す
る
形
態
で
あ
る
か
ら
、
広
い
意
味
で
の
共
犯
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。」
と
説
明
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
川
端
・
前
掲
鼎
談
二
八
頁
左



成蹊法学第 93 号 論 説

93-331（ 12 ）

〔
川
端
博
〕
は
、「
共
同
正
犯
と
教
唆
犯
・
従
犯
と
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
単
な
る
加
担
犯
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
自
分
み
ず
か
ら
が

共
同
実
行
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
犯
性
を
帯
び
て
く
る
の
で
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
な
お
、
橋
本
・
前
掲
注
（
28
）
刑
法
雑
誌
も
参
照
）、

こ
れ
は
「
共
同
正
犯
者
」
は
い
ず
れ
も
「
一
身
的
な
特
性
」
と
し
て
「
正
犯
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
意
識
状
態
を
有
す
る
者
、
つ
ま
り
、「
共
同
の
行

為
決
意
の
共
同
の
荷
い
手
（
M
itträger
des
gem
einsam
en
T
atentschulusses）」（
vgl.H
.W
elzel,a.a.O
.（
A
nm
.25）
StrafrechtSS.107
IV
.,

110
c））
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
瀧
川
・
前
掲
注
（
12
）
犯
罪
論
序
説
二
二
八
頁
が
、「
刑

法
第
六
十
条
は
‐
‐
‐
正
犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
は
、
た
だ
実
行
行
為
、
即
ち
自
己
の
動
作
に
よ
っ
て
構
成
要
件
を
充
す
行
為
の
み
で
あ
る
こ
と
を

明
か
に
し
た
規
定
で
あ
る
。」（
常
用
漢
字
化
）
と
述
べ
ら
れ
る
の
も
、「
共
同
正
犯
」
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
「
行
為
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
に
止
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、「
共
同
正
犯
」
は
常
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、「
一
部
実
行
の
全
部
責
任
」

の
原
則
と
い
う
よ
り
も
、「
一
部
行
為
の
全
部
責
任
」
の
原
則
と
い
う
呼
び
方
が
妥
当
と
も
言
え
よ
う
（
川
端
ほ
か
・
前
掲
鼎
談
二
六
頁
右
以
下
〔
日

髙
義
博
〕
の
ほ
か
、
山
口
・
前
掲
注
（
15
）
総
論
三
〇
七
以
下
、
三
一
七
頁
以
下
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
川
端
博
『
刑
法
総
論
講
義
第
3
版
』（
平
成

二
五
年
）
五
二
四
頁
以
下
も
、「
行
為
共
同
説
が
妥
当
」
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
同
「
第
九
章
共
犯
に
お
け
る
事
実
の
錯
誤

第
二
節
同
一
共
犯
形
式
内

の
錯
誤

第
一
款
共
同
正
犯
の
錯
誤
」
同
『
事
実
の
錯
誤
の
理
論
』（
平
成
一
九
年
）
二
一
三
頁
も
参
照
）、「
一
部
実
行
の
全
部
責
任
」
の
原
則
と
い

う
場
合
、
後
述
の
よ
う
に
、
単
な
る
「
裸
の
行
為
」
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
を
表
現
で
き
る
こ
と
に
は
な
ろ
う
）。
い
わ
ゆ
る
部
分
的
犯
罪
共
同
説
（
本

説
に
つ
い
て
は
、
内
田
文
昭
「
部
分
的
共
同
正
犯
に
つ
い
て
（
二
・
完
）」
警
察
研
究
六
二
巻
八
号
（
平
成
三
年
）
四
頁
以
下
も
参
照
）
に
か
か
わ
る

事
例
に
お
い
て
も
、
社
会
的
な
実
態
と
し
て
は
、「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
」
に
お
け
る
一
個
の
「
行
為
」
を
「
共
働
」
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
（
例
え
ば
、
最
一
小
決
昭
和
五
四
年
四
月
一
三
日
集
三
三
巻
三
号
一
七
九
頁
―
刑
法
的
評
価
と
し
て
は
「
殺
人
」
で
あ
り
「
傷
害
致
死
」

で
あ
る
「
行
為
」
の
「
共
働
」、
最
二
小
決
平
成
一
七
年
七
月
四
日
集
五
九
巻
六
号
四
〇
三
頁
―
刑
法
的
評
価
と
し
て
は
「
不
作
為
の
殺
人
」
で
あ
り
「
保

護
責
任
者
遺
棄
致
死
」
で
あ
る
「
行
為
」
の
「
共
働
」）。
こ
の
よ
う
な
事
態
も
念
頭
に
置
く
と
き
に
は
、「
意
思
連
絡
」
の
下
で
、「
罪
と
な
る
べ
き

事
実
」
に
お
け
る
社
会
的
な
実
態
と
し
て
の
一
個
の
「
行
為
」
を
「
共
働
」
し
た
か
が
、「
共
同
正
犯
」
の
決
め
手
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
実
体

刑
法
的
に
は
、「
犯
罪
行
為
共
同
説
」
と
称
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
内
田
・
前
掲
警
研
六
、
一
五
頁
、
同
・
前
掲
注
（
13
）
概
要
四
三
四
以
下
、
四

九
一
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
、
井
上
正
治
「
一
五
、
犯
罪
共
同
説
に
お
い
て
共
同
加
功
の
意
思
は
ど
ん
な
役
割
を
果
す
か
」
同
『
刑
法
の
論

点

上
巻
』（
昭
和
三
四
年
初
版
、
昭
和
四
二
年
九
版
）
三
八
頁
も
つ
と
に
、「
共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
加
功
の
意
思
は
、
行
為
共
同
説
が
い
う
よ

う
に
、
裸
の
行
為
を
共
同
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
犯
罪
を
実
現
す
る
た
め
の
行
為
を
共
同
に
し
よ
う
と
い
う
諒
解
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。」
と
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）。

他
方
、「
間
接
正
犯
」
と
「
教
唆
犯
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、「
他
者
を
自
分
の
た
め
に
（
für
sich）
行
為
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
所
為
を
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実
行
す
る
者
が
、
間
接
正
犯
で
あ
る
。
‐
‐
‐
そ
し
て
、
Ｓ
嬢
自
身
が
彼
女
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
注
射
行
為
の
た
め
に
刑
法
上
責
任
を
負
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
間
接
正
犯
の
承
認
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。「
故
意
あ
る
道
具
」
の
法
形
象
は
、
判
例
で
も
学
説
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
‐
‐
‐
間
接
正
犯
と

教
唆
犯
の
違
い
は
、
間
接
正
犯
は
、
た
と
え
他
人
の
手
に
よ
る
に
せ
よ
、
自
己
の
所
為
（
eine
eigene
T
at）
を
意
欲
す
る
も
の
で
あ
る
」（
vgl.

O
LG
FRA
N
K
FU
RT
a.a.O
.（
A
nm
.4）
SJZ
S.630〔
rechts〕）
と
の
判
示
が
見
ら
れ
る
が
、『
故
意
あ
る
道
具
』
と
「
間
接
正
犯
」
と
い
う
の
は

相
容
れ
難
い
と
す
れ
ば
、「（
共
謀
）
共
同
正
犯
」
と
す
る
か
（
な
お
、
小
野
上
真
也
「
ベ
ル
ン
ト
・
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
「『
正
犯
の
背
後
の
正
犯
』
と
い

う
法
形
象
と
行
為
支
配
の
段
階
付
け
の
原
理
」」
早
稲
田
法
学
八
二
巻
四
号
（
平
成
一
九
年
）
一
一
〇
頁
注
（
15
）
は
、「「
正
犯
の
背
後
の
正
犯
」
は
、

実
質
的
に
は
支
配
型
の
共
謀
共
同
正
犯
の
み
を
射
程
と
し
て
い
る
と
も
考
え
得
る
。」
と
さ
れ
る
。
水
落
伸
介
「
背
後
者
の
正
犯
性
に
つ
い
て
―
「
正

犯
の
背
後
の
正
犯
」
は
認
め
ら
れ
な
い
か
？
―
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
四
〇
号
法
学
研
究
科
篇
（
平
成
二
三
年
）
二
一
九
頁
左
、
後
藤
・
前

掲
注
（
32
）
慶
應
法
学
二
三
一
頁
も
参
照
）、
さ
も
な
け
れ
ば
「
故
意
の
同
時
正
犯
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ナ
チ
ス
の
医
師

と
し
て
子
供
の
殺
害
に
関
与
し
た
者
が
、
看
護
師
長
に
毒
の
注
射
を
打
つ
よ
う
指
示
し
た
場
合
、
そ
の
殺
害
を
看
護
師
長
の
所
為
と
し
て
意
欲
し
た

訳
で
は
な
か
ろ
う
と
。
も
っ
と
も
、
日
本
刑
法
の
特
に
学
説
に
お
い
て
は
、
従
来
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
「
教
唆
犯
」
と
し
て
捉
え
る
見
解
が
一
般

的
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
（
な
お
、
山
口
・
前
掲
注
（
4
）
も
参
照
）。

⑵
「
間
接
正
犯
事
例
に
お
け
る
私
見
の
展
開
」

❞

最
一
小
判
昭
和
二
五
年
七
月
六
日
集
四
巻
七
号
一
一
七
八
頁

①

本
件
は
一
般
に
「
故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
」
の
事
例
と
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
言
え
よ
う(35
)。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
故
意
の
同

時
犯
概
念
」
を
検
討
す
る
私
見
か
ら
は
、「
故
意
の
同
時
正
犯
」
に
対
す
る
「
故
意
の
同
時
幇
助
犯
」
の
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

高
裁
の
認
定
に
よ
る
と
、
被
告
人
の
判
示
所
為
は
、
昭
和
二
二
年
法
律
第
三
四
七
号
附
則
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
食
糧
管
理
法
第
三

一
条
・
第
九
条
、
同
年
勅
令
第
一
九
一
号
に
よ
る
改
正
前
の
食
糧
管
理
法
施
行
規
則
第
二
三
条
の
七(36
)、
刑
法
第
六
条
に
該
当
す
る
と
さ
れ

て
お
り
（
一
一
八
七
頁
）、
高
裁
認
定
の
犯
罪
事
実
は
、「
被
告
人
は
Ｎ
県
西
Ｋ
郡
Ａ
村
大
字
Ｓ
Ｉ
に
本
店
を
有
し
運
送
業
を
営
む
Ｎ
電
鉄
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通
運
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
が
、
右
会
社
の
業
務
に
関
し
Ｗ
と
共
謀
の
上
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
中
旬
頃
何
等
法
定
の
除
外

事
由
な
く
し
て
米
五
十
二
石
余
を
同
郡
Ｄ
村
大
字
Ｕ
か
ら
同
郡
Ｔ
村
所
在
Ｎ
交
通
線
Ｔ
駅
前
に
至
る
迄
の
間
前
記
会
社
使
用
人
Ｓ
Ａ
の
運

転
す
る
貨
物
自
動
車
に
よ
り
運
搬
し
て
不
法
に
之
を
輸
送
し
た
も
の
で
あ
る
。」（
一
一
八
五
頁
）
と
あ
る
。

「
食
糧
管
理
法
の
予
定
す
る
構
成
要
件
的
行
為
と
は
な
に
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
Ｂ
の
お
こ
な
っ
た
の
は
運
搬
で
あ
っ
て
輸
送
で

は
な
い
。
輸
送
で
な
い
の
な
ら
、
Ｂ
が
輸
送
罪
の
実
行
正
犯
者
と
し
て
処
断
さ
れ
る
い
わ
れ
も
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
Ｂ
の
実
行
正
犯
性

を
容
易
に
否
定
し
う
る(37

)」
と
の
形
式
的
・
文
理
解
釈
的
な
理
解
も
見
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
の
判
示
と
し
て
は
、「
原
判
決
の
認
定
事
実
は
、

判
示
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
被
告
人
が
Ｗ
と
共
謀
の
上
被
告
人
の
娘
Ｋ
を
介
し
て
会
社
の
使
用
人
Ｓ
Ａ
に
命
じ
て
同
人
を
自
己
の
手

足
と
し
て
判
示
米
を
自
ら
運
搬
輸
送
し
た
趣
旨
で
あ
っ
て
、
Ｓ
Ａ
を
教
唆
し
又
は
同
人
と
共
謀
し
た
趣
旨
で
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

そ
し
て
、
か
く
認
め
る
こ
と
は
、
挙
示
の
証
拠
に
照
し
社
会
通
念
上
適
正
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ａ
等
が
そ
の
情
を
知
る
と
否
と
に

か
ゝ
わ
ら
ず
被
告
人
の
行
為
が
運
搬
輸
送
の
実
行
正
犯
た
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
一
八
〇
頁
）
と
あ
り
、
確
か
に
こ
の

よ
う
な
判
示
は
「
輸
送
」
概
念
へ
の
当
て
は
め
と
し
て
、
被
告
人
は
「
実
行
正
犯
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ

う(38
)が

、
弁
護
人
が
上
告
趣
意
中
で
、
本
件
に
お
い
て
被
告
人
に
本
件
不
法
輸
送
の
罪
責
を
負
わ
せ
る
に
は
、
共
謀
共
同
正
犯
説
、
教
唆
犯

説
、
間
接
正
犯
説
の
三
個
の
場
合
の
外
に
は
あ
り
得
な
い
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ａ
が
本
件
の
事
情
を
知
悉
し
て
い
た
こ
と
（
同
人
に
対
す
る
検
事

聴
取
書
中
の
「
右
箱
の
中
が
全
部
米
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
重
量
や
米
粒
が
こ
ぼ
れ
た
こ
と
等
か
ら
判
り
云
々
」
の
記
載
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
る
）
か
ら
、
間
接
正
犯
の
場
合
に
あ
た
ら
ず
、
ま
た
共
同
正
犯
・
教
唆
犯
に
つ
い
て
の
判
示
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
原
判
決
は
罪
と

な
る
べ
き
事
実
を
確
定
せ
ざ
る
理
由
不
備
の
違
法
が
あ
る
と
し
た
主
張
（
一
一
八
一
―
二
頁
）
を
退
け
た
も
の
で
あ
り
、
弁
護
人
は
刑
法

理
論
上
の
可
能
性
の
観
点
か
ら
主
張
し
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
は
端
的
に
結
論
を
示
し
た
形
に
な
ろ
う
が
、
教
唆
犯
・
共
謀
共
同
正
犯
に
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つ
い
て
は
明
確
に
否
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
間
接
正
犯
」
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、「
同
人
を
自

己
の
手
足
と
し
て
」と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
間
接
正
犯
」に
つ
い
て
は
親
和
的
な
側
面
を
有
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
点
、
小
野
博
士
は
、「
間
接
正
犯
と
い
う
概
念
は
用
い
て
な
い
が
、
娘
を
介
し
、
使
用
人
に
命
じ
て
「
自
ら
運
搬
輸
送
し
た
」
実
行

正
犯
と
い
う
こ
と
は
理
論
的
に
い
え
ば
間
接
正
犯
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
被
用
者
が
そ
の
情
を
知
る
と
否
と
に
か
か
わ

ら
ず
実
行
正
犯
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
刑
法
学
者
の
い
わ
ゆ
る
「
犯
意
あ
る
道
具
」（
doloses
W
erkzeug）
を
利
用

す
る
間
接
正
犯
（
で
）
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う(39

)。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
通
説
的
見
解
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

戦
後
間
も
な
い
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
ろ
う(40
)が
、
Ｓ
Ａ
が
何
罪
に
問
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
被
告
人
が
「
正
犯
」
と

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
概
ね
意
見
の
一
致
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る(41
)。
竹
田
博
士
は
、
一
般
論
的
に
、

「
被
利
用
者
が
有
責
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
の
側
に
独
立
の
行
為
支
配
の
自
由
が
存
し
た
場
合
に
も
、
こ
の
種
の
行
為
者
を
利
用
支
配

す
る
に
適
当
な
方
法
を
講
じ
て
自
己
の
犯
罪
目
的
実
現
に
役
立
て
た
者
の
側
の
行
為
支
配
の
自
由
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ

う(42
)。」

と
述
べ
ら
れ
た
が
、「
完
全
支
配
」
と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
そ
の
置
か
れ
た
立
場
や
状
況
な
ど
に
よ
り
、「
従
っ
た
形
」
に
な
る

の
が
無
理
か
ら
ぬ
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、「
実
行
行
為
者
」
に
当
た
る
者
の
罪
責
は
と
も
か
く
、
背
後
者
に

つ
い
て
は
、「
当
該
犯
罪
の
故
意
」
を
も
っ
て
「
当
該
犯
罪
」
を
実
現
し
得
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
背
後
者

は
厳
密
に
は
「
間
接
正
犯
」
と
言
い
か
ね
る
し
、
ま
た
「
共
謀
共
同
正
犯
」
で
は
な
い
し
、「
教
唆
犯
」
と
評
価
す
る
の
も
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
、「
故
意
の
同
時
犯
」
類
型
と
解
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
前
掲
仙
台
高
判
昭
和
二
七
年(43

)は
、
刑
法
理
論
上
の
当
て
は
め
と
し
て
は
妥
当
と
言
え
る
と
し
て
も
、
今
日
一
四
歳
未
満
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だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
「
間
接
正
犯
」
に
な
る
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で(44

)、
そ
も
そ
も
基
本
的
な
前
提
の
一
部
が
崩
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
と
と
も
に
、「
間
接
正
犯
」
と
し
て
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
途
中
で
媒
介
者
が
気
付
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
教
唆
犯
の
方
が

犯
情
が
軽
い
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
段
階
で
背
後
者
も
「
間
接
正
犯
」
か
ら
「
教
唆
犯
」
に
転
化
す
る
と
い
う
の
も
、
い
さ
さ
か
不
自
然

で
技
巧
的
な
解
決
法
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
正
犯
」
は
一
貫
し
て
「
正
犯
」
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
、
妥
当
な
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

②

そ
れ
で
は
、
Ｓ
Ａ
の
罪
責
は
い
か
に
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
田
教
授
は
、「
最
高
裁
は
‐
‐
‐
「
実
行
行
為
を
行
う
幇
助
（
故

意
あ
る
幇
助
的
道
具
）」
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
当
初
か
ら
、
実
行
行
為
を
正
犯
性
の
絶
対
基
準
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で

あ
る(45
)。」
と
評
さ
れ
て
お
り
、「
故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
」
と
い
う
よ
り
も
、「
実
行
行
為
を
行
う
幇
助
」
と
い
う
表
現
の
方
が
わ
か
り
や

す
い
と
も
言
え
よ
う
。
確
か
に
、「
間
接
正
犯
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
道
具
」
な
い
し
「
手
足
」
と
い
う
用
語
を
残
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
が
、「
実
行
行
為
」
を
行
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
「
幇
助
」
と
い
う
刑
法
的
評
価
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
観

点
か
ら
は
、「
実
行
行
為
を
行
う
幇
助
」
と
い
う
表
現
に
も
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る(46
)。
単
独
正
犯
の
場
合
の
ほ
か
、
広
義
の
共
犯
の
場
合
に

お
い
て
も
、
原
則
的
に
は
「
実
行
行
為
」
を
行
っ
た
者
が
「
正
犯
」
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
し
て
も
、
常
に
そ
う
と
も
限
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
㋐

大
阪
高
判
平
成
八
年
九
月
一
七
日
判
タ
九
四
〇
号
二
七
二
頁
は
、「
喝
取
金
の
交
付
を
受
け
る
行
為
は
、
そ
れ
が
恐
喝

の
犯
意
の
あ
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
の
み
恐
喝
の
実
行
行
為
に
あ
た
る
と
」
判
示
し
て
お
り
（
二
七
四
頁
二
段
）、
こ
こ
で
は
、

「
恐
喝
の
故
意
」
の
有
無
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
恐
喝
の
実
行
行
為(47
)」
そ
し
て
「
恐
喝
の
正
犯
」
か
「
恐
喝
の
幇
助
犯
」
か
を
、

区
別
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。「
正
犯
者
の
意
思
」
と
い
っ
た
主
観
的
な
意
識
で
は
な
く
、
恐
喝
罪
成
立
の
必
須
の
主
観
的
要
素
に
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区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
求
め
て
い
る
点
に
、
妥
当
な
核
心
が
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
件
の
判
例
に

お
い
て
も
、
Ｓ
Ａ
に
「
運
搬
の
故
意
」
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
大
局
的
に
「
輸
送
の
故
意
」
を
有
す
る
の
は
被
告
人
で
あ

る
と
で
も
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

㋑

大
津
地
判
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
六
日
判
時
九
二
四
号
一
四
五
頁
は
、「
被
告
人
は
、
Ｉ
に
お
い
て
自
ら
覚
せ
い
剤
の
水
溶
液
を

注
射
し
よ
う
と
試
み
る
途
中
で
、
同
人
に
頼
ま
れ
る
ま
ゝ
そ
の
手
で
同
人
に
注
射
を
し
て
や
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
結
局
、
同
人
の
身
体

に
注
射
を
し
た
の
は
被
告
人
自
身
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
右
所
為
に
お
け
る
被
告
人
は
、
自
ら
又
は
他
人
に
覚
せ
い
剤
を
使
用
さ
せ

よ
う
と
の
積
極
的
意
図
を
有
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
の
で
あ
っ
て
、
覚
せ
い
剤
使
用
の
正
犯
意
思
を
欠
き
、
Ｉ
の
覚
せ
い
剤
使
用
行
為

を
幇
助
す
る
意
思
を
有
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
正
犯
の
犯
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
故
意
の
あ
る
幇
助

的
道
具
と
認
め
る
べ
く
、
こ
れ
を
正
犯
に
問
擬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
」
判
示
し
た
（
一
四
六
頁
三
―
四
段
）。「
積
極
的
意
図
」
と
い

う
理
解
・
表
現
が
適
当
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
確
か
に
物
理
的
に
は
「
注
射
行
為
」
を
行
う
意
思
が
な
い
訳
で
は
な
い
も
の
の(48

)、「
自

分
に
注
射
す
る
な
い
し
他
人
に
注
射
す
る
意
思
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
・「
他
人
が
注
射
す
る
の
を
手
伝
う
意
思
」
に
止
ま
る
の
で
、「
幇

助
犯
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㋒

東
京
地
判
昭
和
五
七
年
七
月
二
八
日
判
時
一
〇
七
三
号
一
五
九
頁
は
、「
被
告
人
に
お
い
て
本
件
け
ん
銃
等
の
調
達
と
い
う
重
大

な
行
為
を
な
し
た
と
は
い
っ
て
も
、い
ま
だ
被
告
人
と
Ａ
ら
と
の
間
に
共
謀
共
同
正
犯
の
成
立
に
必
要
な
前
記
の
ご
と
き
謀
議
が
成
立
し
、

被
告
人
に
お
い
て
Ａ
の
行
為
を
手
段
と
し
て
自
己
の
犯
罪
意
思
を
実
現
し
た
も
の
と
ま
で
認
定
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、
結
局
被
告

人
の
け
ん
銃
等
の
密
輸
入
に
対
す
る
加
功
の
程
度
は
、
右
け
ん
銃
等
の
調
達
行
為
に
よ
っ
て
正
犯
者
Ａ
の
各
犯
行
を
容
易
な
ら
し
め
た
に

と
ど
ま
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
幇
助
犯
の
成
立
を
認
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
一
六
一
頁
三
段
）
と
判
示
し
て
お
り
、「
法
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令
の
適
用
」
は
、「
け
ん
銃
の
輸
入
を
幇
助
し
た
点
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
法
六
二
条
一
項
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
三
一
条
一
項
、
三
条

の
二
に
、
け
ん
銃
用
実
包
の
輸
入
を
幇
助
し
た
点
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
法
六
二
条
一
項
、
火
薬
類
取
締
法
五
八
条
四
号
、
二
四
条
一
項
に
各
該

当
す
る
」（
一
六
一
頁
三
段
）
と
あ
り
（
現
在
は
、
銃
刀
法
三
一
条
の
二
第
一
項
・
三
条
の
四
、
火
薬
類
取
締
法
五
八
条
四
号
・
二
四
条

一
項
）、
こ
こ
で
も
、
け
ん
銃
等
の
輸
入
の
「
手
助
け
を
す
る
意
思
」
に
止
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う(49

)。

㋓

福
岡
地
判
昭
和
五
九
年
八
月
三
〇
日
判
時
一
一
五
二
号
一
八
二
頁
も
、「
特
段
の
事
情
の
存
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
た
と
え
当

該
行
為
者
が
形
式
上
実
行
行
為
の
一
部
に
該
当
す
る
行
為
を
行
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
同
実
行
の
意
思
の
存
在
を
否
定
し
て
、
幇

助
犯
の
成
立
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
一
八
四
頁
一
段
）
と
判
示
し
つ
つ
、「
特
段
の
事
情
」
と
の
関
係
で
、「
被
告
人
自
身
、
実

行
行
為
の
一
部
を
担
当
し
た
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｏ
ら
他
の
共
犯
者
と
共
同
し
て
本
件
強
盗
殺
人
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
よ

う
な
正
犯
意
思
、
す
な
わ
ち
共
同
実
行
の
意
思
は
到
底
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」（
一
八
五
頁
四
段
）
と
結
論
付
け
て
お
り
、
同
じ
「
見

張
り
」
で
あ
っ
て
も
「
共
同
正
犯
」
と
さ
れ
る
場
合
も
「
幇
助
犯
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に(50

)、
も
っ
と
も
、
本
件
で
は
「
見
張
り
」

程
度
に
止
ま
っ
て
お
ら
ず
一
定
の
「
役
割
」
を
演
じ
て
は
い
る
が
、
本
件
の
特
殊
事
情
下
で
の
行
動
に
過
ぎ
ず
、「
共
同
実
行
の
意
思
」

と
ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う(51

)。
つ
ま
り
、「
強
盗
殺
人
行
為
」
を
行
う
意
思
は
も
と
よ
り
な
く
、
言
わ
れ

る
が
ま
ま
に
客
観
的
に
そ
の
一
部
を
為
す
行
為
を
行
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
そ
れ
に
直
接
に
か
か
わ
る
行
為
と
ま
で
は
言
え
ず
（
分
析
的

に
は
窃
盗
な
い
し
詐
欺
行
為
に
過
ぎ
な
い
）、「
実
行
行
為
」
の
一
部
と
言
っ
て
も
「
助
力
的
な
行
為
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う(52
)。
従
っ
て
、
全
体
的
に
は
「
強
盗
殺
人
未
遂
罪
」
に
加
担
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、「
幇
助
」
に
止
ま
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
集
団
内
で
の
位
置
付
け
も
、
考
慮
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

③

以
上
の
検
討
か
ら
、
Ｓ
Ａ
は
「
故
意
の
同
時
幇
助
犯
」
と
見
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
Ｓ
Ａ
は
運
搬
を
業
務
と
し
て
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い
た
の
で
、
自
己
の
通
常
の
業
務
と
は
言
え
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
被
告
人
の
命
に
応
じ
て
運
搬
し
た
こ
と
で
あ
り
、
大
局
的
に
は
被

告
人
の
「
輸
送
」
行
為
を
「
手
助
け
す
る
意
思
」
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
娘
Ｋ
や
Ｓ
Ａ
が
米

で
あ
る
こ
と
を
知
る
知
ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
搬
・
輸
送
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
は
じ
め
は
「
間
接
正
犯
」
で
あ
る
が
、
特
に
Ｓ
Ａ
が
情
を
知
る
に
至
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
突
如
「
教
唆
犯
」
に
転
化
す
る
と

い
う
の
も
、
い
か
に
も
不
自
然
で
技
巧
的
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
被
告
人
は
「
正
犯
」
と
し
て
「
故
意
の
同
時
正
犯
」
と
い
う
こ
と

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
な
る
と
、
私
見
か
ら
は
、
被
告
人
の
「
故
意
の
同
時
正
犯
」
と
Ｓ
Ａ
の
「
故
意
の
同
時
幇
助
犯
」
が
「
相
ま
っ

て
」、
食
糧
管
理
法
九
条
・
三
一
条
、
食
糧
管
理
法
施
行
規
則
二
三
条
の
七
本
文
に
違
反
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
35
）
前
田
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
29
）
条
解
二
一
九
頁
、
藤
木
英
雄
「
幇
助
利
用
の
間
接
正
犯
」
研
修
三
四
三
号
（
昭
和
五
二
年
）
一
四
頁
以
下
、
大

塚
仁
「
第
11
章
共
犯

前
注

Ⅱ
間
接
正
犯
」
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
⑵
の
Ⅱ
総
則
⑶
』（
昭
和
四
四
年
一
刷
、
昭
和
四
八
年
六
刷
）
六
九
三
頁
、

植
田
・
前
掲
注
（
29
）
基
本
講
座
八
一
頁
、
橋
本
正
博
「
12

正
犯
と
共
犯
―
共
謀
共
同
正
犯
・
間
接
正
犯
」
法
学
教
室
二
〇
二
号
（
平
成
九
年
）

四
四
頁
三
―
四
段
、
田
川
・
前
掲
注
（
32
）
法
研
論
集
一
六
三
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
正
犯
概
念
の
一
断
面
―
組
織
化
さ
れ
た
権
力
機
構

に
お
け
る
正
犯
の
背
後
の
正
犯
を
中
心
に
―
」
同
一
三
六
号
（
平
成
二
二
年
）
一
三
三
頁
、
市
川
・
前
掲
注
（
4
）
立
命
館
法
学
三
七
二
号
一
八
九

頁
注
27)
参
照
。

（
36
）「
食
糧
管
理
法
第
九
条
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
三
四
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
政
府
ハ
特
ニ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ

依
リ
主
要
食
糧
ノ
配
給
、
加
工
、
製
造
、
譲
渡
其
ノ
他
ノ
処
分
、
使
用
、
消
費
、
保
管
及
移
動
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
命
令
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

同
法
第

三
一
条

第
九
条
又
ハ
第
十
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
命
令
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
万
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

食
糧
管
理
法
施
行

令
（
昭
和
二
二
年
勅
令
第
一
九
一
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
第
一
一
条
の
四

農
林
大
臣
又
ハ
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
食
糧
管
理

法
第
九
条
ノ
規
定
ニ
基
キ
其
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
主
要
食
糧
ノ
移
動
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

食
糧
管
理
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
二
年
農
林
省
令
第

一
〇
三
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
第
二
三
条
の
七

米
麦
等
ハ
左
ニ
揭
グ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
之
ヲ
輸
送
シ
又
ハ
之
ニ
付
輸
送
ノ
委
託
ヲ
為
シ
若

ハ
輸
送
ノ
委
託
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

一

生
産
者
、
地
主
、
市
町
村
農
業
会
、
其
ノ
他
ノ
者
ガ
法
令
ニ
依
ル
義
務
ニ
基
キ
米
麦
等
ヲ
輸
送
シ
又
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ハ
之
ニ
付
輸
送
ノ
委
託
ヲ
為
ス
ト
キ

二

政
府
若
ハ
地
方
食
糧
営
団
ヨ
リ
米
麦
等
ノ
売
渡
若
ハ
販
売
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ガ
当
該
米
麦
等
ヲ
輸

送
シ
又
ハ
之
ニ
付
輸
送
ノ
委
託
ヲ
為
ス
ト
キ

三

旅
行
者
、
転
居
者
、
其
ノ
他
地
方
長
官
ノ
指
定
ス
ル
者
ガ
地
方
長
官
ノ
定
ム
ル
数
量
ノ
範
囲
内

ノ
米
麦
等
ヲ
輸
送
シ
又
ハ
之
ニ
付
輸
送
ノ
委
託
ヲ
為
ス
ト
キ

四

前
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
当
該
各
号
ニ
揭
グ
ル
者
又
ハ
第
五
号
ノ

規
定
ニ
依
リ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ヨ
リ
当
該
米
麦
等
ニ
付
輸
送
ノ
委
託
ヲ
受
ク
ル
ト
キ
又
ハ
輸
送
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
之
ヲ
輸
送
ス
ル
ト
キ

五

特
別
ノ
事
情
ニ
依
リ
米
麦
等
ノ
輸
送
又
ハ
其
ノ
委
託
ニ
付
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
」（
一
一
七
九
頁
。
常
用
漢
字
化
）。

（
37
）
香
川
達
夫
「
第
一
三
章

故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
」
同
『
立

花

法
学
叢
書

刑
法
解
釈
学
の
基
本
問
題
』（
昭
和
五
七
年
）
一
七
五
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、

大
塚
・
前
掲
注
（
13
）
総
判
四
六
頁
以
下
は
、「
輸
送
」
と
「
輸
送
の
委
託
」
の
概
念
の
比
較
か
ら
、
結
論
を
導
き
出
さ
れ
、
井
上
正
治
「〔
五
〕
間

接
正
犯
」
平
野
龍
一
ほ
か
編
著
『
判
例
演
習

刑
法
総
論
〔
増
補
版
〕』（
昭
和
四
四
年
増
補
初
版
、
昭
和
四
八
年
増
補
再
版
一
刷
、
昭
和
五
六
年
同

一
二
刷
）
三
四
頁
は
、
判
例
が
『
社
会
通
念
上
適
正
妥
当
』
と
結
論
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
こ
の
見
解
は
、「
国
民
的
道
義
観
念
」
あ
る
い
は
「
社

会
生
活
上
の
通
念
」
を
標
準
と
し
て
、
間
接
正
犯
を
理
由
づ
け
る
立
場
に
近
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
判
例
の
基
本
的
理
念
は
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
。

（
38
）
こ
の
点
で
は
、
植
田
・
前
掲
注
（
29
）
基
本
講
座
八
五
頁
が
、「
本
判
決
の
要
点
は
、
食
糧
管
理
法
に
い
う
「
輸
送
」
が
、「
輸
送
の
委
託
」
と
の

対
比
の
上
で
、
本
件
の
よ
う
な
使
用
人
に
「
輸
送
さ
せ
る
行
為
」
を
含
み
う
る
か
否
か
と
い
う
解
釈
問
題
に
あ
る
。」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
同
旨
、

小
西
秀
宣
「
判
批
」
研
修
三
七
一
号
（
昭
和
五
四
年
）
七
二
頁
、
竹
内
正
「
判
批
」
判
例
評
論
三
二
二
（
判
時
一
一
六
七
）
号
（
昭
和
六
〇
年
）
四

三
頁
中
段
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
市
川
・
前
掲
注
（
4
）
立
命
館
法
学
三
七
二
号
一
八
九
頁
は
、「
運
搬
輸
送
」
と
い
う
構
成
要
件
該
当
行
為
の
解
釈

に
際
し
て
取
引
の
主
体
（
つ
ま
り
、
誰
に
と
っ
て
の
取
引
な
の
か
と
い
う
こ
と
）
に
着
目
し
、
背
後
者
を
直
接
正
犯
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
。」
と
さ

れ
る
が
、「
直
接
正
犯
」「
間
接
正
犯
」
と
い
う
一
般
的
な
区
別
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
、
市
川
・
前
掲
注
（
4
）
立
命
館
法
学
三
六
六

号
九
二
頁
、
同
「
判
批
」
同
三
五
六
号
（
平
成
二
六
年
）
三
九
五
頁
参
照
）。
も
っ
と
も
、「
正
犯
」
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
お
い
て
は
、
そ
の
通
り

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
（
前
田
・
前
掲
注
（
11
）
総
論
九
三
頁
も
参
照
）、
い
ず
れ
か
と
い
う
と
「
実
行
正
犯
」
の
方
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
点
、
松
宮
・
後
掲
注
（
41
）
先
端
刑
法
も
参
照
。

（
39
）
小
野
清
一
郎
「
問
題
〔
三
〕
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
お
よ
び
間
接
正
犯
」
日
本
刑
法
学
会
（
代
表
者
団
藤
重
光
）
編
『
刑
法
演
習
〔
総
論
〕』（
昭

和
三
〇
年
一
刷
、
昭
和
四
九
年
三
四
刷
）
三
〇
頁
（
常
用
漢
字
化
）
参
照
。
こ
の
点
、
甘
利
航
司
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説
編
集
委
員
会
編

「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊

速
報
判
例
解
説
vol.
12
新
・
判
例
解
説
W
atch【
2013
年
4
月
】」（
平
成
二
五
年
）
一
四
九
頁
左
も
、「
介
在
者
に
故
意
が
あ
る
と
し
て
も
、
機
械

的
な
か
た
ち
で
あ
り
消
極
的
な
関
与
に
す
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
背
後
者
は
間
接
正
犯
と
い
え
る
と
い
う
趣
旨
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
さ
れ
て

お
り
、
本
件
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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（
40
）
高
田
義
文
「
判
批
」
刑
事
判
例
研
究
会
編
『
刑
事
判
例
評
釈
集
第

十

二

巻

昭
和
二
十
五
年
度
』（
昭
和
二
九
年
一
刷
、
昭
和
四
五
年
五
刷
）
一
三
四
頁
は
、「
Ｓ

に
運
搬
を
命
じ
た
被
告
人
は
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
被
利
用
者
Ｓ
は
そ
の
会
社
と
継
続
的
雇
傭
関
係
に
立
つ
使
用
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で

も
特
に
地
位
の
低
い
貨
物
自
動
車
運
転
手
に
す
ぎ
な
い
。」
と
の
認
識
を
披
瀝
さ
れ
て
い
た
し
（
内
田
・
前
掲
注
（
17
）
総
論
二
二
一
頁
も
参
照
）、

ま
た
、
大
野
平
吉
「〔
38
〕
間
接
正
犯
」
福
田
平
ほ
か
編
著
『
習演
刑
法
総
論
〔
新
演
習
法
律
学
講
座
15
〕』（
昭
和
五
八
年
）
二
七
一
頁
以
下
は
、「
被

利
用
者
は
、
責
任
能
力
者
で
あ
り
、
か
つ
、
米
を
輸
送
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
情
を
知
り
つ
つ
、
こ
れ
を
自
己
の
運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し

た
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
判
例
の
一
般
的
立
場
に
よ
る
と
き
は
、
こ
の
よ
う
に
、
情
を
知
っ
た
責
任
能
力
者
を
介
し
て
犯
罪
を
実
現
す
る
ば
あ
い
は

教
唆
犯
が
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
手
足
と
し
て
利
用
し
た
間
接
正
犯
と
解
す
る
た
め
に
は
、
使
用
人
が
、
取
締
役
に
命
ぜ
ら
れ
、

不
本
意
な
が
ら
こ
れ
に
し
た
が
っ
た
点
に
着
目
し
て
、
幇
助
的
道
具
と
み
る
の
ほ
か
な
い
」（
大
塚
・
前
掲
注
（
35
）
注
釈
刑
法
六
九
三
頁
）
と
の
判

例
理
解
と
の
関
連
で
、「
そ
れ
が
、
わ
が
国
の
社
会
学
的
（
事
実
的
）
意
味
で
の
「
社
会
通
念
」
で
あ
る
と
は
お
も
う
が
‐
‐
‐
、
し
か
し
、
そ
れ
が
「
近

代
の
倫
理
的
人
間
像
」
を
背
景
と
す
る
共
犯
従
属
性
の
理
論
と
矛
盾
し
な
い
か
の
点
に
疑
い
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
つ
つ
も
、
大
野
「
第
一
章
共
犯

の
従
属
性
と
間
接
正
犯
―
従
属
性
の
程
度
の
問
題
―

第
三
節
極
端
従
属
性
説
批
判
」
同
『
共
犯
の
従
属
性
と
独
立
性
』（
昭
和
三
九
年
）
八
一
頁
以

下
に
お
い
て
は
、「「
人
は
自
由
意
思
に
よ
っ
て
行
動
す
る
。
人
に
教
唆
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
こ
れ
に
応
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
実

行
者
と
教
唆
者
と
が
区
別
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
近
代
の
倫
理
的
人
間
像
」
は
、
そ
れ
が
重
要

な
る
文
化
史
的
意
義
と
役
割
と
を
も
っ
た
も
の
な
る
こ
と
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
果
し
て
そ
れ
が
現
実
の
具
体
的
な
犯
罪
者
と
そ

の
行
為
を
理
解
し
評
価
す
る
に
つ
い
て
、
十
分
妥
当
な
も
の
な
り
や
否
や
は
問
題
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
り
、
両
論
文
に
お
い
て
若
干
力
点
を
異
に
し
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
で
も
な
い
が
、理
念
的
に
は
い
わ
ゆ
る
旧
派
と
新
派
の
前
提
と
す
る
人
間
像
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う（
こ
の
点
、

木
村
亀
二
「
刑
法
に
於
け
る
人
間
」
同
『
刑
法
解
釈
の
諸
問
題

第
一
巻
』（
昭
和
一
四
年
）
一
六
頁
以
下
参
照
。
常
用
漢
字
化
）
と
こ
ろ
、
一
応
日

本
国
刑
法
に
お
い
て
も
広
義
の
共
犯
と
し
て
三
種
類
の
区
別
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
理
念
的
に
は
こ
れ
ら
を
区
別
し
得
る
と
の
前
提
に

立
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
も
当
た
ら
ず
、
本
来
の
「
正
犯
」
な
い
し
そ
の
一
種
た
る
「
間
接
正
犯
」
で
あ
る
と

の
理
解
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
か
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
な
お
、
大
二
刑
判
明
治
四
二
年
一
一
月
五
日
録
一
五
輯
一
五
八
〇
〔
一
五
八
二
〕
頁
も
、「
人

を
し
て
有
効
の
乗
車
券
な
く
し
て
乗
車
せ
し
め
た
る
場
合
に
於
て
、
乗
車
し
た
る
者
に
し
て
其
情
を
知
ら
ざ
る
と
き
は
、
乗
車
せ
し
め
た
る
者
に
於

て
乗
車
し
た
る
行
為
に
付
直
接
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
に
し
て
、
鉄
道
営
業
法
第
二
九
条
第
一
項
第
一
号
に
所
謂
「
有
効
の
乗
車
券
な
く
し
て
乗
車

し
た
る
と
き
」
と
あ
る
に
該
当
す
る
こ
と
論
を
俟
た
ず
。」（
一
五
八
二
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
判
示
し
た
こ
と
が
あ
り
、
被
告
人
本

人
が
乗
車
し
た
訳
で
は
な
い
か
ら
、
日
常
用
語
的
に
は
お
か
し
な
理
解
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
直
接
責
任
を
負
う
べ
き
者
は
誰
か
と
い
う
規

範
的
観
点
か
ら
、「（
実
行
）
正
犯
」
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
二
刑
判
明
治
三
七
年
一
一
月
一
〇
日
録
一
〇
輯
二
二
〇
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三
頁
、
大
一
刑
判
明
治
三
七
年
一
二
月
二
〇
日
録
一
〇
輯
二
四
一
五
頁
。

（
41
）
本
田
正
義
「
共
謀
共
同
正
犯
の
立
法
化
」
植
松
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
26
）
齊
藤
還
暦
二
〇
五
頁
以
下
は
、「
実
行
行
為
自
体
は
さ
し
た
る
意
味
が

な
く
、
こ
れ
を
計
画
し
、
実
行
に
移
さ
せ
た
者
が
社
会
通
念
上
全
責
任
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
極
端
な
場
合
に
は
、
間
接
正
犯
と
し

て
い
わ
ゆ
る
「
故
意
あ
る
道
具
」
を
使
っ
て
犯
罪
を
自
ら
実
行
し
た
正
犯
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。」「
実
行
行
為
を
担
当
し
た
者
の
責
任
が
社

会
通
念
上
軽
微
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
命
令
者
の
行
為
こ
そ
が
特
に
重
大
で
、
実
行
正
犯
と
同
視
す
べ
き
よ
う
な
地
位
に
あ
る
も
の
と
認
め

た
も
の
」
と
評
さ
れ
、
大
野
平
吉
「
九

正
犯
と
共
犯
」
中
山
研
一
ほ
か
編
著
『
現
代
刑
法
講
座

第
三
巻

過
失
か
ら
罪
数
ま
で
』（
昭
和
五
四
年
）

一
六
五
頁
、
同
「
Ⅱ
総
論

58
共
犯
と
正
犯
の
区
別
」
藤
木
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
26
）
刑
法
の
争
点
一
一
七
頁
四
段
は
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の

基
礎
を
行
為
者
の
意
思
に
求
め
る
「
主
観
説
」
か
ら
、
本
判
例
を
説
明
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
木
・
前
掲
注
（
35
）
研
修
一
六
頁
は
、「
経

済
行
為
的
性
格
が
強
く
、
犯
罪
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
に
基
づ
く
経
済
的
利
害
の
帰
属
が
重
視
さ
れ
る
罪
に
つ
い
て
は
、
実
行
の
概
念
は
、

直
接
手
を
下
し
た
も
の
と
は
別
の
観
点
か
ら
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
見
解
を
披
瀝
さ
れ
た
（
橋
本
正
博
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
と
事

実
的
寄
与
―
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
に
関
す
る
覚
書
―
」
一
橋
大
学
研
究
年
報
法
学
研
究
三
二
（
平
成
一
一
年
）
二
一
六
頁
も
参
照
）。
近
時
、
松
宮

孝
明
「
第
10
章

共
同
正
犯
」
同
『
先
端
刑
法
総
論
―
現
代
刑
法
の
理
論
と
実
務
』（
令
和
一
年
）
一
八
四
頁
以
下
も
、「
構
成
要
件
に
売
買
な
ど
と
い
っ

た
法
律
行
為
な
い
し
取
引
行
為
を
含
む
犯
罪
（
便
宜
上
「
取
引
犯
罪
」
と
呼
ぶ
）
で
は
、
自
ら
手
を
下
し
た
人
物
が
正
犯
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。」

と
し
つ
つ
、
本
件
の
場
合
、「
米
の
運
搬
輸
送
と
い
う
構
成
要
件
該
当
行
為
が
、
ま
さ
に
輸
送
契
約
の
取
引
の
主
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ゆ
え
に
本
判
決
は
、
被
告
人
に
対
し
て
、
間
接
正
犯
で
は
な
く
直
接
正
犯
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
」
て
お
り
、
か
つ
て

藤
木
博
士
が
「
現
代
型
犯
罪
と
刑
法
」
と
い
う
副
題
の
も
と
で
「
刑
法
各
論
」
を
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
（
藤
木
英
雄
『
刑
法
各
論
―
現
代
型
犯
罪
と

刑
法
』（
昭
和
四
七
年
一
刷
、
昭
和
五
一
年
三
刷
））、
社
会
の
実
態
に
合
っ
た
理
解
と
も
言
え
よ
う
が
、「
例
外
」
的
な
「
特
徴
」
に
着
目
す
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
「
一
般
論
」
と
し
て
の
普
遍
性
に
欠
け
る
嫌
い
が
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
市
川
・
前
掲
注
（
38
）
立
命
館
法
学
三
五
六
号

三
九
五
頁
注
13)
参
照
）。

こ
れ
に
対
し
、
山
口
・
前
掲
注
（
15
）
総
論
七
二
頁
は
、「
こ
の
よ
う
な
形
態
の
間
接
正
犯
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。

（
42
）
竹
田
直
平
「
共
犯
に
お
け
る
犯
罪
概
念
要
素
―
間
接
行
為
者
の
罪
責
の
根
拠
―
」
植
松
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
26
）
齊
藤
還
暦
一
七
頁
参
照
。

（
43
）
前
掲
注
（
24
）
参
照
。

（
44
）
前
掲
注
（
25
）
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
前
田
雅
英
「
Ⅴ
共
犯
論
の
問
題
点

第
22
講
共
犯
の
処
罰
根
拠
と
要
素
従
属
性
」
同
『
刑
法
の
基
礎

総
論
』

（
平
成
五
年
）
三
一
五
頁
以
下
、
田
山
聡
美
「
14

正
犯
と
共
犯
」
曽
根
威
彦
ほ
か
編
著
『
重
点
課
題
刑
法
総
論
』（
平
成
二
〇
年
）
二
一
九
頁
も
参
照
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
対
し
、
香
川
達
夫
「
第
一
章
刑
事
未
成
年
者
の
利
用

第
一
節
判
例
理
論
の
動
向
」
同
『
自
手
犯
と
共
同
正
犯
』（
平
成
二
四
年
）
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一
六
頁
は
、「「
是
非
の
分
別
を
欠
く
か
ら
機
械
と
な
る
の
で
は
な
く
、
責
任
能
力
を
欠
く
か
ら
機
械
と
な
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
自
説
の
基

本
線
を
」
再
確
認
さ
れ
る
。
確
か
に
、
立
法
者
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
物
事
を
刑
法
規
範
的
に
捉
え
る
時
に
は
、
法
文
上
の
年
齢
を
墨
守
す
る
方
が
妥

当
で
簡
明
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
、「
被
害
者
」
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
刑
法
一
七
六
条
・
一
七
七
条
な
ど
の
法
定
年
齢
は
墨
守

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
刑
法
二
二
四
条
の
「
未
成
年
者
」
の
意
義
や
、
刑
法
四
一
条
の
刑
事
「
被
告
人
」
年
齢
と
な
る
と
、
法
定
年
齢
を
そ

の
ま
ま
当
て
は
め
る
の
が
妥
当
か
は
疑
念
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
前
者
に
つ
き
、
例
え
ば
、
平
川
宗
信
『
刑
法
各
論
』（
平
成
七
年
）
一
七

九
頁
以
下
参
照
）。「
未
成
年
者
」
の
「
自
己
決
定
権
」
の
視
点
が
あ
り
、
ま
た
不
処
罰
に
は
違
い
は
な
い
と
し
て
も
、
事
実
的
に
「
犯
罪
」
を
行
う

だ
け
の
「
弁
識
能
力
」
が
あ
る
点
を
等
閑
視
し
、
そ
の
ま
ま
形
式
的
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
疑
問
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
45
）
前
田
・
前
掲
注
（
26
）
法
曹
時
報
三
頁
注
（
1
）
参
照
。

（
46
）
中
森
喜
彦
「
実
行
行
為
を
行
う
従
犯
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
六
〇
号
（
昭
和
六
〇
年
）
六
七
頁
、
田
川
・
前
掲
注
（
32
）
法
研
論
集
一
五
四
以
下
、

一
六
三
以
下
、
一
七
一
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注
（
35
）
同
一
三
六
号
一
三
三
、
一
四
二
以
下
、
一
四
六
、
一
四
八
頁
、
同
「
企
業
・
組
織
内
犯
罪
に

お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
区
別
（
二
・
完
）」
同
一
三
四
号
（
平
成
二
二
年
）
一
二
六
以
下
、
一
二
九
頁
以
下
、
佐
伯
仁
志
「
第
21
章
共
犯
論
⑵

Ⅲ
実

行
行
為
を
行
う
従
犯
」
同
『
刑
法
総
論
の
考
え
方
・
楽
し
み
方
』（
平
成
二
五
年
）
四
〇
八
頁
、
島
田
・
前
掲
注
（
34
）
理
論
刑
法
学
四
六
頁
注
51)
も

参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
市
川
・
前
掲
注
（
4
）
立
命
館
法
学
三
七
二
号
一
八
九
頁
注
27)
は
、
そ
も
そ
も
「
故
意
あ
る
幇
助
的
道
具
と
い
う
表
現
は
、

形
容
矛
盾
な
の
で
あ
る
」
旨
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
市
川
・
前
掲
注
（
4
）
立
命
館
法
学
三
六
六
号
八
八
頁
も
参
照
）、
確
か
に
、
従
来
の
理
解
か
ら
す

る
と
お
か
し
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
な
お
、
上
司
の
指
示
に
よ
り
収
賄
罪
の
幇
助
を
行
っ
た
も
の
と
認
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
東

京
高
判
昭
和
五
〇
年
二
月
四
日
東
時
二
六
巻
二
号
一
九
頁
が
あ
る
。
中
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
二
二
四
頁
以
下
⑶
と
の
関
連
で
の
大
塚
説
の
ほ
か
、

団
藤
・
前
掲
注
（
13
）
総
論
一
五
九
頁
も
参
照
。

（
47
）
旧
刑
法
時
代
に
お
け
る
「
恐
喝
罪
」
の
「
共
謀
」
の
事
例
と
し
て
、
大
一
刑
判
明
治
二
九
年
三
月
三
日
録
二
輯
三
巻
一
〇
〔
一
一
〕
頁
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
賭
博
場
開
帳
図
利
罪
の
「
共
同
正
犯
」
と
し
て
の
「
実
行
行
為
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
大
一
刑
判
昭
和
一
七
年
二
月

二
日
法
律
新
聞
四
七
六
号
七
〔
八
頁
一
段
〕
頁
、
同
じ
く
「
共
謀
共
同
正
犯
」
の
事
例
と
し
て
、
大
一
刑
判
昭
和
六
年
一
一
月
九
日
集
一
〇
巻
六
五

五
〔
六
五
七
以
下
〕
頁
参
照
（
こ
れ
に
対
し
、
東
京
高
判
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
一
日
判
時
一
〇
八
五
号
一
五
〇
〔
一
五
三
頁
一
段
〕
頁
）。
な
お
、

こ
の
場
合
、「
犯
罪
の
故
意
（
例
え
ば
、
謀
殺
の
故
意
）」
と
い
う
の
は
通
常
「
自
ら
犯
罪
行
為
（
例
え
ば
、
謀
殺
行
為
）
を
行
う
意
思
」
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
自
分
の
た
め
か
他
人
の
た
め
か
、
自
分
の
利
益
に
な
る
か
他
人
の
利
益
に
な
る
か
と
は
、
同
義
と
い
う
訳
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
し
た
い
（
V
gl.O
LG
FRA
N
K
FU
RT
a.a.O
.（
A
nm
.34）
SJZ
S.630〔
rechts〕.東
京
高
判
昭
和
二
四
年
一
二
月
二
二
日
判
特
一
六
号
二

一
〔
二
三
〕
頁
、
東
京
高
判
昭
和
二
五
年
五
月
二
三
日
判
特
九
号
一
二
〔
一
三
〕
頁
、
名
古
屋
高
判
昭
和
二
九
年
九
月
二
九
日
裁
特
一
巻
九
号
三
九
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五
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、「
正
犯
意
思
」
を
問
題
と
し
て
い
る
名
古
屋
地
判
平
成
二
七
年
四
月
二
七
日
LEX
/D
B25540401
も
、
他
人
の
た
め
に

預
金
を
引
き
出
し
て
や
っ
た
窃
盗
行
為
に
つ
き
、
正
当
に
も
「
正
犯
」
と
認
定
し
て
い
る
（
一
三
頁
）
ほ
か
、
樋
口
亮
介
「
共
謀
共
同
正
犯
に
お
け

る
共
謀
の
意
義
」
研
修
八
四
四
号
（
平
成
三
〇
年
）
六
頁
は
、
詐
欺
罪
に
つ
い
て
は
幇
助
に
止
め
た
点
に
つ
き
、「
本
判
決
は
被
告
人
に
自
己
の
犯
罪

を
行
う
意
思
が
な
か
っ
た
と
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。」
が
、「
実
行
犯
ｂ
と
被
告
人
と
の
間
の
合
意
の
欠
如
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
」

と
解
説
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
林
幹
人
「
正
犯
の
内
容
―
正
犯
と
狭
義
の
共
犯
の
区
別
」
研
修
六
〇
一
号
（
平
成
一
〇
年
）
五
頁
も
参
照
）。
さ
ら
に
、

前
掲
注
（
34
）
も
参
照
。
し
か
し
て
、「
正
犯
意
思
に
つ
い
て
は
、「
正
犯
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
受
容
し
て
犯
罪
を
行
う
意
思
」
な
ど
と
い
っ

た
表
現
の
方
が
、
適
切
」
と
の
説
明
も
見
ら
れ
る
（
植
村
立
郎
「
実
務
現
代
刑
事
法
（
そ
の
2
）
―
創
造
的
判
例
の
検
討
を
中
心
と
し
て
（
そ
の
1
）」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
七
三
号
（
平
成
二
〇
年
）
八
五
頁
右
。
な
お
、
山
口
・
前
掲
注
（
15
）
総
論
七
〇
頁
も
参
照
）
が
、「
正
犯
意
思
」
と
は
ど
の
よ

う
な
趣
旨
の
も
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
は
と
も
か
く
、「
犯
罪
の
故
意
」
を
越
え
た
形
で
の
「
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
意
思
」（
同
八
五

頁
左
）
と
い
っ
た
も
の
が
、
犯
罪
体
系
論
上
は
過
度
な
主
観
的
な
要
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、
行
為
者

が
自
己
が
「
故
意
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
必
要
は
な
い
の
と
、
同
様
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
（
な
お
、
橋
本
・
前
掲
注
（
25
）

総
論
二
三
五
頁
も
参
照
）。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
も
、「
比
較
的
最
近
の
判
例
に
は
、
正
犯
者
意
思
（
anim
us
auctoris）
よ
り
も
実
行

行
為
な
い
し
そ
の
計
画
を
支
配
す
る
意
思
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
彰
雄
「
共
謀
共
同
正
犯
に
お

け
る
「
共
謀
の
射
程
」
に
つ
い
て
」
川
端
博
ほ
か
編
著
『
立
石
二
六
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
平
成
二
二
年
）
五
一
三
頁
。
herausg.v.W
.Joecks
u.

a.,a.a.O
.（
A
nm
.21）
K
om
m
entar
§
25Rn.203〔
Joecks〕.こ
の
ほ
か
、
鈴
木
・
同
五
一
七
頁
、
小
林
充
「
共
同
正
犯
と
狭
義
の
共
犯
の
区
別
―

実
務
的
観
点
か
ら
―
」
法
曹
時
報
五
一
巻
八
号
（
平
成
一
一
年
）
一
三
頁
、
伊
東
・
前
掲
注
（
15
）
総
論
三
八
三
頁
、
橋
本
・
前
掲
総
論
二
三
六
頁

注
5
も
参
照
）。
日
本
の
判
例
に
お
い
て
は
、い
わ
ゆ
る
ス
ワ
ッ
ト
事
件
に
関
す
る
最
一
小
決
平
成
一
五
年
五
月
一
日
集
五
七
巻
五
号
五
〇
七
頁
の「
裁

判
官
深
澤
武
久
の
補
足
意
見
」
が
「
正
犯
意
思
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
（
五
一
五
頁
。
二
審
六
一
七
頁
も
参
照
）。
こ
の
事
例
は
、
親
分
・

子
分
関
係
を
前
提
と
し
た
特
殊
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
ス
ワ
ッ
ト
ら
と
親
分
と
の
「
共
謀
」
と
い
う
立
論
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
法
廷
意
見
が
、

「
実
質
的
に
は
、
正
に
被
告
人
が
ス
ワ
ッ
ト
ら
に
本
件
け
ん
銃
等
を
所
持
さ
せ
て
い
た
と
評
し
得
る
」
と
判
示
し
て
い
る
（
五
一
四
頁
）
の
が
、
恐
ら

く
「
正
犯
意
思
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
、
芦
澤
政
治
「
判
批
」
財
団
法
人
法
曹
会
編
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
平
成
十

五
年
度
』（
平
成
一
八
年
）
三
〇
五
頁
、
村
瀬
均
「
17

共
謀
⑴
―
支
配
型
共
謀
〇
最
決
平
成
15
・
5
・
1
刑
集
57
・
5
・
507
」
小
林
充
ほ
か
編
『
刑

事
事
実
認
定
重
要
判
決
50
選
上
《第2版》
』（
平
成
二
五
年
）
二
七
一
頁
も
参
照
。
な
お
、
佐
伯
仁
志
「
裁
判
員
裁
判
と
刑
法
の
難
解
概
念
」
法
曹
時
報
六
一

巻
八
号
（
平
成
二
一
年
）
四
八
頁
は
、「
被
告
人
が
拳
銃
の
所
持
と
い
う
犯
罪
構
成
要
件
の
実
現
に
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
っ
て
、
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
こ
と
が
率
直
に
理
解
で
き
る
」
と
さ
れ
る
）。
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（
48
）
小
西
・
前
掲
注
（
38
）
研
修
七
三
頁
は
、「
使
用
」
と
い
う
事
実
的
な
概
念
に
つ
い
て
、
本
件
判
決
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は

こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
人
の
関
与
形
態
を
情
状
と
し
て
考
慮
す
る
に
と
ど
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。」
と
さ
れ
る
。

同
旨
、
香
城
敏
麿
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
平
野
龍
一
ほ
か
編
『
注
解
特
別
刑
法
5

医
事
・
薬
事
編
Ⅳ
』（
昭
和
五
八
年
）
三
一
頁
。

（
49
）
こ
れ
に
対
し
、
営
利
目
的
け
ん
銃
密
輸
入
幇
助
等
の
成
立
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
東
京
地
判
昭
和
六
三
年
七
月
二
七
日
判
時
一
三
〇
〇
号
一
五

三
頁
が
あ
る
。

（
50
）「
見
張
り
行
為
の
位
置
づ
け
の
問
題
の
核
心
は
、
共
同
実
行
の
意
思
連
絡
と
と
も
に
、
と
く
に
構
成
要
件
的
実
行
行
為
性
の
確
定
に
あ
る
。」
と
の

論
評
が
見
ら
れ
る
（
鈴
木
享
子
「
6

教
唆
犯
と
幇
助
犯
」
西
原
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
13
）
判
例
刑
法
研
究
二
一
八
頁
参
照
。
橋
本
正
博
「「
共
謀
共

同
正
犯
」
概
念
再
考
―
行
為
支
配
説
に
基
づ
く
制
約
論
―
」
斉
藤
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
15
）
神
山
古
稀
三
九
八
頁
も
、「
共
同
正
犯
は
、
自
ら
の
寄
与

を
も
っ
て
直
接
的
に
犯
罪
事
実
を
形
成
す
る
点
に
そ
の
実
質
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
り
、
主
観
的
関
与
の
み
で
正
犯
性
を
肯
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。」
と
さ
れ
る
）。
し
か
し
て
、「
犯
罪
実
行
に
つ
い
て
の
合
意
」（
樋
口
・
前
掲
注
（
47
）
研
修
八
頁
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
共
同
正
犯
」

と
し
て
の
窃
盗
罪
な
り
強
盗
罪
な
り
の
「
故
意
」
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
見
張
り
」
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
実
行
行
為
」
を
行
っ

た
と
の
刑
法
的
評
価
と
な
ろ
う
（
最
一
小
判
昭
和
二
三
年
七
月
二
二
日
集
二
巻
九
号
九
九
五
〔
九
九
六
以
下
〕
頁
参
照
。
な
お
、
後
掲
注
（
76
）。
こ

れ
に
対
し
、
曽
根
威
彦
「
第
二
部
総
論

9
共
謀
共
同
正
犯

二
見
張
り
行
為
の
法
的
性
格
」（
昭
和
五
四
年
）
同
『
刑
法
に
お
け
る
実
行
・
危
険
・

錯
誤
』（
平
成
三
年
）
一
六
四
頁
以
下
、
下
村
康
正
「
第
4
章

犯
罪
の
見
張
り
」
同
『
共
謀
共
同
正
犯
と
共
犯
理
論
』（
昭
和
五
〇
年
初
版
、
昭
和

五
五
年
四
刷
）
一
一
二
頁
以
下
も
参
照
）。
従
っ
て
、
本
件
㋓
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
前
者
の
意
思
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
点
、
倉
富
ほ
か
監
修
・
前
掲
注
（
6
）
沿
革
綜
覧
九
二
一
―
三
、
九
二
七
頁
〔
政
府
委
員
（
石
渡
敏
一
君
）〕、
木
村
亀
二
『
刑
法
総
論

法
律

学
全
集
40
』（
昭
和
三
四
年
）
四
一
〇
頁
、
同
「
第
三
編
未
遂
犯
と
共
犯

第
三
章
共
犯

第
五
節
正
犯
の
諸
形
態

二
共
同
正
犯
」
同
『
犯
罪
論
の

新
構
造
(下)
』（
昭
和
四
三
年
）
二
五
五
頁
も
参
照
。
他
方
、
偽
造
株
券
の
印
刷
に
関
与
し
た
だ
け
の
者
に
つ
き
、
有
価
証
券
偽
造
罪
の
「
共
同
正
犯
」

と
し
た
事
例
と
し
て
、
大
二
刑
判
大
正
一
五
年
一
二
月
二
三
日
集
五
巻
五
八
四
〔
五
八
六
〕
頁
が
あ
る
。

（
51
）
本
件
の
実
行
正
犯
に
つ
い
て
は
、
最
一
小
決
昭
和
六
一
年
一
一
月
一
八
日
集
四
〇
巻
七
号
五
二
三
頁
、
共
謀
共
同
正
犯
に
つ
い
て
は
、
福
岡
高
判

昭
和
六
一
年
七
月
一
日
判
タ
六
一
八
号
一
七
六
頁
、
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
ま
た
、
強
盗
殺
人
幇
助
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
神
戸
地
判
昭
和
三
六
年

四
月
八
日
下
集
三
巻
三
＝
四
号
二
九
五
〔
三
一
三
〕
頁
、
強
盗
幇
助
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
千
葉
地
松
戸
支
判
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
〇
日
判
時

一
〇
一
五
号
一
四
三
〔
一
四
四
頁
三
―
四
段
〕
頁
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
故
意
の
あ
る
幇
助
的
道
具
」
と
い
う
用
語
を
明
示
的
に
使
い
つ
つ
、
覚

せ
い
剤
「
譲
渡
行
為
を
幇
助
す
る
意
思
の
み
を
有
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
認
め
」
た
事
例
と
し
て
、
横
浜
地
川
崎
支
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
二
五
日
判

時
八
四
二
号
一
二
七
〔
一
二
九
頁
二
段
〕
頁
が
あ
り
、
こ
れ
は
覚
せ
い
剤
の
い
わ
ば
「
斡
旋
型
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
（
香
城
・
前
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掲
注
（
48
）
覚
せ
い
剤
取
締
法
一
九
三
頁
参
照
）、
こ
の
よ
う
な
類
型
で
あ
っ
て
も
、「
譲
渡
」「
譲
受
」
に
当
た
る
と
見
れ
ば
「
正
犯
」
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
得
よ
う
が
（
札
幌
高
判
昭
和
二
七
年
九
月
四
日
高
集
五
巻
一
〇
号
一
六
三
九
頁
参
照
）、「
譲
渡
」「
譲
受
」
概
念
を
厳
格
に
捉
え
れ
ば
、
さ

し
あ
た
り
主
体
的
に
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
者
を
「
正
犯
」
と
し
て
お
け
ば
足
り
る
と
の
判
断
も
な
い
で
は
な
か
ろ
う
。

（
52
）
出
田
孝
一
「
共
謀
共
同
正
犯
の
意
義
と
認
定
」
小
林

充
先
生

佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
刊
行
会
編
『
小
林

充
先
生

佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
上
巻
』

（
平
成
一
八
年
一
刷
、
平
成
一
九
年
四
刷
）
二
一
一
頁
も
、「
実
行
者
と
は
立
場
が
違
い
、
互
い
に
利
用
し
、
依
存
す
る
関
係
に
は
な
く
、
単
に
実
行

者
の
犯
罪
実
行
を
容
易
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
認
め
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。」
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
犯
罪
の
「
認
識
・
認
容
」
が
あ
れ
ば
「
故
意
」

が
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
か
ろ
う
が
（
例
え
ば
、
東
京
高
判
平
成
二
五
年
五
月
二
八
日
判
タ
一
四
一
八
号
一
六
五
〔
一
七
一
頁
右
〕
頁
参
照
）、
そ
れ

は
直
ち
に
「
正
犯
の
故
意
」
を
意
味
す
る
訳
で
は
な
か
ろ
う
。


